
キ江スターヴ・クールべ生涯と作品

年譜

稲賀繁美編

1819年

6 月 10 日，スイスに接したフランス東部のフラ

ンシュ=コンテ地方，ドゥー県はlレーJIIに面した
小都市オjレナンに，ジャン=デ、ジレ=ギュスター

ヴ・クールべ生まれる父エレオノール=レジス

=ジャン=ジョゼフ=スタニスラス・ク-}νては1798

年生まれ，フラジェー，シレー，およびシャント

ラン村の地主で，オルナンにもぶどう畑と邸宅

とを所有した.母シュザンヌ=シルヴイー・ウー

ドは，オルナンの地主の娘で1794年の生まれ.父

は事業に大胆な才能と気まぐれな工夫とをみせ，

失敗をも辞せぬ活動的な野心家であり，たいへ
んなおしゃべり屋，母は対照的に慎しやかで優

しし人付き合いのいい現実感覚ある婦人でL 夫

の失策をとりつくろうのも専ら彼女であったと

いう.彼女の父ジヤン=アントワーヌ・ウードは

フランス大革命当時からの共和派で，その自信
や粘り強さも含め，ギュスターヴにすくなから

ぬ影響を与えたという.

クールべには 4 人の妹がある.ベルナルデイー

ヌ=ジュリー=クラリス(1821-1834) は早世した

が，野心的なジャンヌ=テレーズ=ゾエ(1824-

1905)，感傷的で敬度なジャンヌ=ゼリー=メライ

ード (1828-1875) ，および生涯を独身で通し，オ

ルナンの家族を守ったベルナルデイーヌ=ジユ
リエット(1831-1915)の三人は画家のモデルに

もなっている.とりわけ，画家に信頼を寄せ続け
た末娘ジュリエットは，画家の死後，その遺産管

理に携わることとなる.

1831年(12歳)

このころからオルナンのカトリック系中学校に

通った後，親族のウード神父が指導する寄宿学

校に通う.前者で、は一歳年長のマックス・ビュシ

ヨン(1818-1869) を知る杭彼は，知才なく騒々

しいギュスターウマコ，学業には興味を示さぬ様

子を伝えている.アントワーヌ・グロ男爵(1771

-1835)の弟子であったというボー神父カミ 1833

年から絵画の授業をもつようになり，後年ギュ
スターヴは，その恩義を忘れない.

1837年(18歳)

息子が法曹界にすすむことを望んだ父の意思に
より，秋からブザンソンの王立高等中学校に寄

宿する.田舎の自由な生活に親しんだギユスタ
ーヴには，都会の学校の規律は耐え難く， 翌年

早々から寄宿寮を出て， 市内に下宿することと
なる.ギリミィア語，ラテン語および数学に僻易し

つつも勉学を続ける.読み書きは覚えた杭そう
したものを軽蔑して，綴り方には頓着せず，自分

勝手のめちゃくちゃで，正書法などなきに等し
い有り様で、あった.勉学に並行して，ダヴイツド

の弟子を自称する画家フラジユロ(1774-1840)
のアトリエに通う.モデ、lレを使った習作のほか，

風景画に興味を示す.

1839年 (20歳)

マックス・ビュションの詩文集に 4 葉の石版画

による挿絵を寄せたものがブ可ヤソンで出版さ

れる.この年の末パリに上り，新古典派系の歴史

画家シャルル・ストゥーべン(1788-1856)のア

トリエで絵の修行を始める .

1840-43年 (2ト24歳)

父の希望で，ジャン=アントワーヌ・ウードの甥，

ノTリの法律学校教授ジユリアン=フランソワ・ウ

ードに就くことになる.彼の世話にはなるカミ法
律を積極的に学んだ様子はなく，絵の勉強に専

念する.ストゥーベンのアトリエに入ったのも
ウードの助言によったものかと推測されるカ〈

ギュス、ターヴはむしろ自己流を好み，もっぱら，

先生なしに自由に稽古のできるアカデミー・シ

ユイスに通った.そこで後に静物画家，風俗画家
として名をなすフランソワ・ポンウ守アン (1817-

1887) に会い，二人の共通の友フランソワ ・ ヴェ

ーによれば，ボンヴアンに連れられてルーヴ1レ

通いをするようになったという.ドラクロワ，ジ

ェリコーのみならず，ジーグレール，シュネッツ
の他，このころイタリアから帰国したアングル
の作品などを模写したことが知られる.また，同
郷の友アドルフ・マルレが，師匠のオーギュスト・

エツス(1795-1869)のところへ連れて行ってく

れ，エッスが自分の作品に多大の興味を示した

と，ギュスターウやは父親宛の手紙で報告する.ァ

ンリ・ミミルジエール(1822-1861)の小説『放浪

芸術家生活の場景j(歌劇「ラ・ボエーム』の原
作)に出てくる音楽家ショナールことアレクサ

ンドル・シャンヌとも交友を結ぶ.親元からの仕

送りを頼みとする，切りつめた生活が続<.

1841年から43年まで，毎年サロンに友の肖像や

自画像，狩猟図，室内画などを出品するカミすべ

て落選する.この出品記録から， 1841年にはサン
=ジエルマン=デ=プレ， 42年にはピュシ街， 43年
にはラ・アルプ街に住所の在ったことが知られ
る.それ以前も，サン=ジェルマン大通りとサン

=ミッシェル大通りとの交差する繁華街の周辺
に，居を転々と変えていた.

オルナンに帰郷する折の他は，もっぱらパリで

の制作に没頭するカミ 1841年には幼少以来の

友，ユlレパン・キュエノーとル・アーヴルに旅し，

生まれて初めて海を見，深い感銘を受ける.
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1844年 (25歳)

息子が怠慢なのではないかと怪しむ国元の父の
説得に努めるうちに， 3 月，ェ、ソスの忠告を入れ
て出品した自画像〈黒い犬を連れたクールべ》
(本展no.4 )がサロンに初入選し，良い場所をあ
てがわれる.経済状態は好転せず，ひき続き家族
の援助を要請する.帰郷した際に妹ジユリエツ
トの肖像(パリ，プチ・パレ美術館)を制作.

1845年 (26歳)

サロンに 5 点の作品を送るが， {ギタレロ 〉の
み入選. 二人の買い手カf現れるが，エッスの提
案した500フランは高すぎて，売れるには至らな
い.家への便りに，ェ、ソスから将来を有望視され
ているが，成功するためには 5 年以内に大作を
ものして名声を得るのが必須であり，そのため
の資金カ司ミ足している，うんぬんとある.だが夏
じゅうパリにとどまっても大作の構想がまとま
らぬまま，夏の終わりにオルナンに戻り，肖像，
風景さらに宗教画を制作する.またこの年， アム
ステルダムの画商ファン・ヴイツセリングと知
り合う.

アルジエリア占領に取材した，縦 5 メートル，横
28メート jレに達する画面を持つ，オラース・ヴエ
ルネ(1789-1863)の超大作《アブデル・カーデイ
ルのスマラの奪取〉が話題を呼ぶ.

1846年 (27歳)

45年末または46年新年早々パリに戻ったギユス
ターヴは，早速，精力的に仕事にとりカモカミった旨，
里に書き送る.しかしサロンに出品した 8 点の
うち.入選したのは 1 点のみ，展示場所も悪く
「風向きは逆風j と里に報告する.自画像俸が
ルトをつけた男}(オルセ一美術館)が入選作か
と想定されるが，疑問が残る.
後年の友カスタニャリの説をとれば，この年オ
ランダ旅行に出る.画家を招待したファン・ウ守イ
ツセリングの肖像を制作したことも，アムステ
ルダムの展覧会に参加したことも，両親への手
紙には見えない.

クールベ《革のべjレトをつけた男}， 1845年頃， パ リ，オルセ

1847年 (28歳)

サロンには 3 点を送るにとどめたが，いずれも
落選する.本年の話題をさらったのはトマ・クー
チュール(1815-1879)が出品した大作《頚廃期
のローマ人}(オルセ一美術館)で、あった.おそら
くこの年，小説家，批評家のシャンブルーリとと
もにベルギーに旅行する. 8 月母の両親が相次
いで亡くなる.9 月 17 日愛人のヴイルジニー・ビ
ネに息子が生まれる.デジレ=アルブレッド=エ
ミール・ビネと名付ける.彼らのもとに駆け付け
ることもなく， 9 月にオルナンに戻った画家は，
年末にパリに出る.

サロンの審査基準のあまりに狭量なことに抗議
して，公認の年次独立展覧会を組織する決議
が，彫刻家パリーの家でまとめられる.署名者に
はドラクロワ，ドーミエ，ドカン，テオドール・ル
ソー，アリ・シェフェールなどの名も見える.

1848年 (29歳)

冬をサロンの準備に費やした画家は， 1 月両親
にあてて希望にあふれた手紙を綴る.いわし自
分を熱狂的に支持してくれ，新聞や芸術の方面
で多大な影響力ある人たちに固まれており，新
しい流派の旗揚げも間近だ，うんぬんとある. ["大
きな影響力ある人たちjの実態はといえは同世
代の駆け出し文士ボードレール(182ト1867) と
シャンブルーリ(182ト1889)であって，クー1レ
べも挿図原画を寄せて支援した，かれらの革命
的な小新聞『サリユ・ピュブリック』には，わずか
2 号で廃刊という運命が待っていた.
二月革命勃発にもかかわらず，サロンは 3 月に
開催され，審査委員会による鑑査の制度が廃止
されたため，クールベも出品作10点すべてを展
覧することが出来た. {チェロを弾く男〉が一部
の批評家の目にとまる.サロン展観作品総数は
5500点に達し，自分の作品も目立たなかったク
ールべは，家への便りに，政治には関心がなしま
た共和制は芸術家に最適の政体ではないとも書
いている.父を安心させるための演技半分とし
ても，半分は本音で，革命の混乱下，画家はひた

クーlレベ〈チェロを弾く男) ， 1847年，スト ック ホルム，国立
美術館

すら制作に熱中した.この年の末には，クールベ
が入りぴたりだった芸術家の・溜まり場ビヤホー
ル「アンドレールjは「写実主義σ玲申殿j とイじする.
この酒場に隣あったオートフイユ街に居を定め
たのもこの頃で， 1871年まて住むこととなる.お
そらくこの頃，ボードレールの肖像(モンベリエ，
ファ-7')レ美術館)を描く.

1849年 (30歳)

サロンは，出品者たちの選出した審査委員会に
よって鑑査を行うこととなり， 6 月 15 日によう
やく開催された.ボードレールが説明書きをつ
けた11点の出品のうち 7 点が入選.なかでも大
作《オルナンの食休み}( リール美術館)に接した
ドラクロワは，そこに「誰にも依存せずJ["前触れ
もなく出現した革命家」を，またアングルは，過
度の資質ゆえに芸術そのものからもはみ出して
しまった「危険な手本となる新しい革命家Jを見
出した.この作品は 2 等賞に輝き，国家買い上げ
となってリール美術館に入り，クールベは以後
無鑑査の特権を享受することになる.秋オルナ
ンで盛大に迎えられた画家は，父が物置を改造
して作ってくれたアトリエで、《石害Jjり人夫》を制
作し，つづいて《オルナンにおけるある埋葬の歴
史画》に着手する.

1850年 (31歳)

故郷で狩猟ゃ編議を楽しみ，俗謡採集や古陶
器愛好に時をすごすかたわら，里の住人たちを
モデ7レに《オルナンにおけるある埋葬の歴史画〉
の制作を進めるが，縦3.5メートル，横8.7メート
ルの大作の全体を，うしろに下がって見るだけ
の距離のゆとりがアトリエにはなし「盲滅法の
制作jであった.サロン開催の遅延を利用して，
まずオルナン，ついで 5 月にはブ可、ンソン， 6 月
にはデイジョンで展覧会を聞く.夏にパリに戻
り，ジヤン・ジュールネとベルリオーズ(1803-
1869)(本展no. 8)の肖像を制作.サロンは公式
には12月 30 日に開催，実際に公開されるのは翌
年の 1 月 3 日にずれこんだ.

この年アング1レ(1780-1867)が美神T学校校長に

就任した.

1851年 (32歳)

このサロンにク一日は先の 2 点の肖像り伊三
《オ 1レナンにおけるある埋葬の歴史画) ， {市から
帰るフラジェーの農民たち) ， {石割り人夫〉なと
9 点を出品する.このサロンにはミレー(1814-
1875)が《種蒔く人)， {藁を束ねる人々〉を，ドー
ミエ(1808-1879)カペ ドン・キホーテとサンチョ・
パンサ)， {サテュロスに追われるニンフたち)，
《シレーノス〉を出品していた.またドラクロち
(1798-1863) はこの年，ルーヴル宮アポロンσ
聞の天井画を完成した.
《埋葬〉に批評界は騒然となった.キユエノーカ
ジュリエット・クールベに書き送ったところl、
よれば，指物師か石工が突然画家になって苦 4
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キ斗スターヴ・クールべ生涯と作品

年譜

稲賀繁美編

1819年

6月10日，スイスに接したフランス東部のフラ

ンシュ=コンテ地方，ドゥー県は1レー)JIに面した

小都市オルナンに，ジャン=デ、ジレ=ギュスター

ヴ・クールべ生まれる.父エレオノール=レジス

=ジャン=ジョゼフ=スタニスラス・ク-)νては1798

年生まれ，フラジェー，シレー，および、シャント

ラン村の地主で，オルナンにもぶどう畑と邸宅

とを所有した.母シュザンヌ=シルヴイー・ウー

ドは，オルナンの地主の娘で1794年の生まれ.父

は事業に大胆な才能と気まぐれな工夫とをみせ，

失敗をも辞せぬ活動的な野心家であり，たいへ

んなおしゃべり屋，母は対照的に慎しやかで優

しく，人付き合いのいい現実感覚ある婦人で，夫

の失策をとりつくろうのも専ら彼女でトあったと

いう.彼女の父ジャン=アントワーヌ・ウードは

フランス大革命当時からの共和派で，その自信

や粘り強さも含め，ギュスターヴにすくなから

ぬ影響を与えたという.

クールべには4人の妹がある.ベルナルデイー

ヌ=ジュリー=クラリス(1821-1834)は早世した

が，野心的なジャンヌ=テレーズ=ゾエ(1824-

1905)，感傷的で敬度なジヤンヌ=ゼリー=メライ

ード(1828-1875)，および生涯を独身で通し，オ

ルナンの家族を守ったベルナルデイーヌ=ジユ

リエツト(183ト1915)の三人は画家のモデルに

もなっている.とりわけ，画家に信頼を寄せ続け

た末娘ジュリエットは，画家の死後，その遺産管

理に携わることとなる.

1831年 (12歳)

このころからオルナンのカトリック系中学校に

通った後，親族のウード神父カヰ旨導する寄宿学

校に通う.前者で、は一歳年長のマックス・ビュシ

ョン(1818-1869)を知るカミ彼は，如才なく騒々

しいギュスターヴの，学業には興味を示さぬ様

子を伝えている.アントワーヌ・グロ男爵(1771

-1835)の弟子であったというボー神父カミ 1833

年から絵画の授業をもつようになり，後年ギュ

スターヴは，その恩義を忘れない.

1837年 (18歳)

息子ヵ=法曹界にすすむことを望んだ父の意思に

より，秋からプザンソンの王立高等中学校に寄

宿する.田舎の自由な生活に親しんだキ、ユスタ

ーヴには，都会の学校の規律は耐え難<.翌年

早々から寄宿寮を出て，市内に下宿することと

なる.ギl)'i(ア語，ラテン語および数学に砕易し

つつも勉学を続ける.読み書きは覚えたカえそう

したものを軽蔑して，綴り方には頓着せず，自分

勝手のめちゃくちゃで，正書法などなきに等し

い有り様で、あった.勉学に並行して，ダヴイツド

の弟子を自称する画家フラジュロ(1774-1840)

のアトリエに通う.モデ、ルを使った習作のほか，

風景画に興味を示す.

1839年 (20歳)

マックス・ビュションの詩文集に 4葉の石版画

による挿絵を寄せたものカワ可ヤソンで出版さ

れる.この年の末パリに上り，新古典派系の歴史

画家シャルル・ストゥーべン(1788-1856)のア

トリエで絵の修行を始める.

1840-43年 (21-24歳)

父の希望で，ジャン=アントワーヌ・ウードの甥，

パリの法律学校教授ジュリアン=フランソワ・ウ

ードに就くことになる.彼の世話にはなる杭法

律を積極的に学んだ様子はなく，絵の勉強に専

念する.ストゥーべンのアトリエに入ったのも

ウードの助言によったものかと推測されるが，

ギュスターヴはむしろ自己流を好み，もっぱら，

先生なしに自由に稽古のできるアカデミー・シ

ュイスに通った.そこで後に静物画家，風俗画家

として名をなすフランソワ・ボンヴァン(1817-

1887)に会い，二人の共通の友フランソワ・ウ苧エ

ーによれば，ボンヴアンに連れられてルーヴ1レ

通いをするようになったという.ドラクロワ，ジ

ェリコーのみならず，ジーグレール，シュネッツ

の他，このころイタリアから帰国したアングル

の作品などを模写したことが知られる.また，同

郷の友アドルフ・マルレカミ師匠のオーギュスト・

エツス(1795-1869)のところへ連れて行ってく

れ，エッスが自分の作品に多大の興味を示した

と，ギユスターヴは父親宛の手紙で報告するJ
ンリ・ミュルジエール(1822-1861)の小説『放浪

芸術家生活の場景j(歌劇『ラ・ボエーム』の原

作)に出てくる音楽家ショナールことアレクサ

ンドル・シャンヌとも交友を結ぶ.親元からの仕

送りを頼みとする，切りつめた生活が琉く.

1841年から43年まで，毎年サロンに友の肖像や

自画像，狩猟図，室内画などを出品する杭すべ

て落選する.この出品記録から， 1841年にt;tlナン

=ジェルマン=デ=プレ， 42年にはビュシ街， 43年

にはラ・アルプ街に住所の在ったことが知られ

る.それ以前も，サン=ジェルマン大通りとサン

=ミッシェル大通りとの交差する繁華街の周辺

に，居を転々と変えていた.

オルナンに帰郷する折の他は，もっぱらパリで

の制作に没頭するが， 1841年には幼少以来の

友，ユルバン・キュエノーとル・アーヴルに旅し，

生まれて初めて海を見，深い感銘を受ける.
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キ三スターヴ・クールべ生涯と作品

年譜

稲賀繁美編

1819年

6 月 10 日，スイスに接したフランス東部のフラ

ンシュ=コンテ地方，ドゥー県はlい一川に面した

小都市オルナンに，ジャン=デジレ=ギュスター
ヴ・クールベ生まれる父エレオノール=レジス

=ジャン=ジョゼフ=スタニスラス・クールべは1798

年生まれ，フラジェー，シレー，およびシャント

ラン村の地主で，オルナンにもぶどう畑と邸宅

とを所有した.母シュザンヌ=シルヴイー・ウー

ドは，オルナンの地主の娘で1794年の生まれ.父
は事業に大胆な才能と気まぐれな工夫とをみせ，

失敗をも辞せぬ活動的な野心家であり，たいへ

んなおしゃべり屋，母は対照的に慎しやかで優

しし人付き合いのいい現実感覚ある婦人で，夫

の失策をとりつくろうのも専ら彼女で、あったと
いう.彼女の父ジャン二アントワーヌ・ウードは

フランス大革命当時からの共和派で，その自信

や粘り強さも含め，ギュスターウ1こすくなから
ぬ影響を与えたという.

クールべには 4 人の妹がある.ベルナルデイー

ヌニジュリー=クラリス(1821-1834) は早世した

が， 野心的なジャンヌ=テレーズ=ゾエ(1824-
1905)，感傷的で敬度なジヤンヌ=ゼリー=メライ

ード(1828-1875) ，および生涯を独身で通し，オ
ルナンの家族を守ったベルナルデイーヌ=ジユ
リエット(1831-1915)の三人は画家のモデルに

もなっている.とりわけ，画家に信頼を寄せ続け
た末娘ジュリエットは，画家の死後，その遺産管
理に携わることとなる.

1831年(12歳)

このころからオルナンのカトリック系中学校に

通った後，親族のウード神父が指導する寄宿学
校に通う.前者では一歳年長のマ、ソクス・ビュシ

ョン(1818-1869) を知る杭彼は，如才なく騒々

しいギュスターウ守の，学業には興味を示さぬ様

子を伝えている.アントワーヌ・グロ男爵(1771
-1835)の弟子で、あったというボー神父カミ 1833

年から絵画の授業をもつようになり，後年ギユ
スターウeは，その思義を忘れない.

1837年 (18歳)

息子が法曹界にすすむことを望んだ交の意思に
より，秋からプザンソンの王立高等中学校に寄

宿する.田舎の自由な生活に親しんだギユスタ
ーヴには，都会の学校の規律は耐え難<.翌年

早々から寄宿寮を出て，市内に下宿することと
なる.ギリシア語，ラテン語および数学に醇易し
つつも勉学を続ける.読み書きは覚えたれそう

したものを軽蔑して，綴り方には頓着せず，自分

勝手のめちゃくちゃで，正書法などなきに等し
い有り様で、あった.勉学に並行して，ダヴイツド

の弟子を自称する画家フラジユロ(1774-1840)
のアトリエに通う.モデ、ルを使った習作のほか

風景画に興味を示す.

1839年 (20歳) , 

マックス・ビュションの詩文集に 4 葉の石版画

による挿絵を寄せたものがプLザシソンで出版さ
れる.この年の末パリに上り，新古典派系の歴史

画家シャルル・ストゥーベン(1788-1856)のア

トリエで絵の修行を始める.

1840-43年 (21-24歳)

父の希望で，ジャン=アントワーヌ・ウードの甥，

パリの法律学校教授ジュリアン三フランソワ・ウ

ードに就くことになる.彼の世話にはなるれ法

律を積極的に学んだ様子はなく，絵の勉強に専
念する.ストゥーベンのアトリエに入ったのも
ウードの助言によったものかと推測されるカえ

ギュス、ターヴはむしろ自己流を好み，もつばら，

先生なしに自由に稽古のできるアカデミー・シ
ュイスに通った.そこで後に静物画家，風俗画家

として名をなすフランソワ・ボンヴァン(1817-

1887) に会い， 二人の共通の友フランソワ・ヴェ
ーによれば，ボンヴアンに連れられてルーヴル

通いをするようになったという.ドラクロワ，ジ

ェリコーのみならず，ジーグレール，シュネッツ

の他，このころイタリアから帰国したアングル
の作品などを模写したことが知られる.また，同
郷の友アドルフ・マルレが，師匠のオーギュスト・
エッス(1795-1869)のところへ連れて行ってく

れ，エッスが自分の作品に多大の興味を示した

と，ギュスターヴは父親宛の手紙て幸臣告する.ァ

ンリ・ミニとルジエール(1822-1861)の小説「放浪
芸術家生活の場景J(歌劇『ラ・ボエーム』の原

作)に出てくる音楽家ショナールことアレクサ

ンドル・シャンヌとも交友を結ぶ.親元からの仕

送りを頼みとする，切りつめた生活が続く.

1841年から43年まで，毎年サロンに友の肖像や

自画像，狩猟図，室内画などを出品する杭すべ

て落選する.この出品記録から， 1841年にはサン
=ジェルマン=デ=プレ， 42年にはビュシ街， 43年
にはラ・アルプ街に住所の在ったことが知られ

る.それ以前も，サン=ジェルマン大通りとサン

=ミッシェル大通りとの交差する繁華街の周辺

に，居を転々と変えていた.

オルナンに帰郷する折の他は，もっぱらパリで
の制作に没頭するが， 1841年には幼少以来の

友，ユルパン・キュエノーとル・アーヴルに旅し，

生まれて初めて海を見，深い感銘を受ける.
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1844年 (25歳)

息子が怠慢なのではないかと怪しむ国元の父の

説得に努めるうちに， 3 月，エッスの忠告を入れ
て出品した自画像《黒い犬を連れたクールベ〉
(本展no.4 )がサロンに初入選し，良い場所をあ
てがわれる.経済状態は好転せず，ひき続き家族
の援助を要請する.帰郷した際に妹ジュリエツ

トの肖像(パリ，プチ・パレ美術館)を制作.

1845年 (26歳)

サロンに 5 点の作品を送るが， {ギタレロ 》の
み入選.二人の買い手が現れるが，エッスの提
案した500フランは高すぎて，売れるには至らな
い.家への便りに，エ、ソスから将来を有望視され
ているカ〈成功するためには 5 年以内に大作を
ものして名戸を得るのが必須であり，そのため
の資金が不足している，うんぬんとある.だが夏
じゅうパリにとどまっても大作の構想がまとま
らぬまま，夏の終わりにオルナンに戻り，肖像，
風景さらに宗教画を制作する.またこの年，アム
ステルダムの画商ファン・ヴイツセリングと知

り合う.

アルジエリア占領に取材した，縦 5 メートル，横
28メートルに達する画面を持つ，オラース・ヴエ
ルネ(1789-1863)の超大作《アプ、デフレ・カーデイ

ルのスマラの奪取初苦舌題を呼ぶ.

1846年 (27歳)

45年末または46年新年早々パリに戻ったギュス
ターヴは，早速，精力的に仕事にとりカカ込った旨，

里に書き送る.しかしサロンに出品した 8 点の
うち，入選したのは 1 点のみ，展示場所も悪く

「風向きは逆風」と里に報告する.自画像《革のベ
ルトをつけた男Hオルセ一美術館)が入選作か
と想定されるが，疑問が残る.

後年の友カスタニャリの説をとれはこの年オ
ランダ旅行に出る.画家を招待したファン・ヴイ

ツセリングの肖像を制作したことも，アムステ

ルダムの展覧会に参加したことも，両親への手

紙には見えない.

クールべ《革のベルトをつけた男)， 1845年頃， パ リ，オ 1レセ

1847年 (28歳)

サロンには 3 点を送るにとどめたが，いずれも
落選する.本年の話題をさらったのはトマ・クー
チュール(1815-1879)が出品した大作《頚廃期
のローマ人Hオルセ一美術館)であった.おそら
くこの年，小説家，批評家のシャンブルーリとと

もにベルギーに旅行する. 8 月母の両親カヰ目次
いで亡くなる.9 月 17 日愛人のヴイルジニー・ビ

ネに息子が生まれる.デジレ=アルフレッド=エ
ミール・ピネと名付ける.彼らのもとに駆け付け
ることもなく， 9 月にオルナンに戻った画家は，
年末にパリに出る.

サロンの審査基準のあまりに狭量なことに抗議
して，公認の年次独立展覧会を組織する決議
が，彫刻家パリーの家でまとめられる.署名者に
はドラクロワ，ドーミエ，ドカン，テオドール・ル

ソー，アリ・シェフェールなどの名も見える.

1848年 (29歳)

冬をサロンの準備に費やした画家は， 1 月両親
にあてて希望にあふれた手紙を綴る.いわし自
分を熱狂的に支持してくれ，新聞や芸術の方面
で多大な影響力ある人たちに固まれており，新
しい流派の旗揚げも間近だ，うんぬんとある. í大
きな影響力ある人たち」の実態はといえは同世
代の駆け出し文士ボードレール(1821-1867) と
シャンブルーリ(1821-1889)であって，クール
ベも挿図原画を寄せて支援した，かれらの革命
的な小新聞『サリュ・ピュブ、リック』には，わずか

2 号で廃刊という運命が待っていた.

二月革命勃発にもかかわらず，サロンは 3 月に
開催され，審査委員会による鑑査の制度が廃止

されたため，クールべも出品作10点すべてを展
覧することが出来た. (チェロを弾く男〉が一部
の批評家の目にとまる.サロン展観作品総数は
5500点に達し，自分の作品も目圭たなかったク
ールベは，家ぜ液りに，政治には関心がなく，ま

た共和制は芸術家に最適の政体ではないとも書
いている.父を安心させるための演技半分とし
ても，半分は本音で，革命の混乱下，画家はひた

クールベ〈チェロを弾〈男)， 1847年， ストックホルム. 国立
美術館

すら制作に熱中した.この年の末には，クールべ
が入りぴたりだった芸術家の宅溜まり場ビヤホー

ル「アンドレール」は「写実主義の神殿j と化する.
この酒場に隣あったオートフイユ街に居を定め
たのもこの頃で， 1871年まて住むこととなる.お

そらくこの頃，ボードレールの肖像(モンベリエ，
ファ-7')レ美術館)を描く .

1849年 (30歳)

サロンは，出品者たちの選出した審査委員会に
よって鑑査を行うこととなり， 6 月 15 日によう

やく開催された.ボードレールが説明書きをつ
けた11点の出品のうち 7 点が入選.なかでも大
作《オルナンの食休みHリール美術館)に接した
ドラクロワは.そこに「誰にも依存せずJí前触れ
もなく出現した革命家」を，またアングルは，過

度の資質ゆえに芸術そのものからもはみ出して
しまった「危険な手本となる新しい革命家」を見
出した.この作品は 2 等賞に輝き，国家買い上げ
となってリール美術館に入り，クールベは以後
無鑑査の特権を享受することになる.秋オルナ
ンで盛大に迎えられた画家は，父が物置を改造

して作ってくれたアトリエで〈石割り人夫〉を制
作し，つづいて《オルナンにおけるある埋葬の歴

史画〉に着手する.

1850年 (31歳)

故郷で狩猟や語丙議を楽しみ，俗謡採集や古陶
器愛好に時をすごすかたわら，里の住人たちを
モデルに《オルナンにおけるある埋葬の歴史画〉
の制作を進めるカミ縦3.5メートル，横8.7メート
ルの大作の全体を，うしろに下がって見るだけ
の距離のゆとりがアトリエにはなし「盲滅法の
制作」であった.サロン開催の遅延を利用して，

まずオルナン，ついで 5 月にはブ可ヤソン， 6 月

にはデイジョンで展覧会を聞く.夏にパリに戻
り，ジヤン・ジュールネとベルリオーズ(1803-
1869)(本展no.8 )の肖像を制作.サロンは公式
には12月 30日に開催，実際に公開されるのは翌

年の 1 月 3 日にずれこんだ.

この年アングル(1780-1867)が美智洋校校長に

就任した.

1851年 (32歳)

このサロンにクールべは先の 2 点の肖像69iまか，
《オルナンにおけるある埋葬の歴史画)， {市から

帰るフラジェーの農民たち} ， {石割り人夫》など
9 点を出品する.このサロンにはミレー(1814-

1875)が〈種蒔く人} ， {藁を束ねる人々〉を，ドー
ミエ(1808-1879)ヵベ ドン・キホーテとサンチョ・
パンサ}， {サテュロスに追われるニンフたち}，
〈シレーノス〉を出品していた.またドラクロワ

(1798-1863) はこの年，ルーヴル宮アポロンの

問の天井画を完成した.

《埋葬〉に批評界は騒然となった.キュエノーが

ジュリエット・クールベに書き送ったところに

よれは指物師か石工が突然画家になって苦も
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1844年 (25歳)

息子が怠慢なのではないかと怪しむ国元の父の

説得に努めるうちに， 3月，エ、ソスの忠告を入れ

て出品した自画像《黒い犬を連れたクールべ〉

(本展no.4)がサロンに初入選し，良い場所をあ

てがわれる.経済状態は好転せず，ひき続き家族

の援助を要請する.帰郷した際に妹ジュリエツ

トの肖像(パリ，プチ・パレ美術館)を制作.

1845年 (26歳)

サロンに 5点の作品を送るが， {ギタレロ》の

み入選.二人の買い手カ司見れるが，エッスの提

案した500フランは高すぎて，売れるには至らな

い.家への便りに，エッスから将来を有望視され

ているカミ成功するためには 5年以内に大作を

ものして名戸を得るのが必須でふあり，そのため

の資金が不足している，うんぬんとある.だが夏

じゅうパリにとどまっても大作の構想がまとま

らぬまま，夏の終わりにオルナンに戻り，肖像，

風景さらに宗教画を制作する.またこの年，アム

ステルダムの画商ファン・ヴイツセリングと知

り合う.

アルジエリア占領に取材した，縦 5メートル，横

28メートルに達する画面を持つ，オラース・ヴェ

ルネ(1789-1863)の超大作《アブデル・カーデイ

ルのスマラの奪取》が話題を呼ぶ.

1846年 (27議)

45年末または46年新年早々パリに戻ったギュス

ターヴは，早速，精力的に仕事にとりカ効ミった旨，

里に書き送る.しかしサロンに出品した 8点の

うち，入選したのは 1点のみ，展示場所も悪く

「風向きは逆風」と里に報告する.自画像《革W ミ

ルトをつけた男Hオルセ一美術館)が入選作か

と想定されるれ疑問が残る.

後年の友カスタニャリの説をとれば，この年オ

ランダ旅行に出る.画家を招待したファン・ヴイ

ツセリングの肖像を制作したことも，アムステ

ルダムの展覧会に参加したことも，両親への手

紙には見えない.

クールぺ〈革のベルトをつけた男).1845年頃，パリ，オルセ

1847年 (28歳)

サロンには 3点を送るにとどめたカミいずれも

落選する.本年の話題をさらったのはトマ・クー

チュール(1815-1879)が出品した大作《頚廃期

のローマ人Hオルセ一美術館)であった.おそら

くこの年，小説家，批評家のシャンフルーリとと

もにベルギーに旅行する.8月母の両親カヰ目次

いで亡くなる.9月17日愛人のヴイルジニー・ビ

ネに息子が生まれる.デジレ=アルフレッド=エ

ミール・ビネと名付ける.彼らのもとに駆け付け

ることもなく， 9月にオルナンに戻った画家は，

年末にパリに出る.

サロンの審査基準のあまりに狭量なことに抗議

して，公認の年次独立展覧会を組織する決議

が，彫刻家パリーの家でまとめられる.署名者に

はドラクロワ，ドーミエ，ドカン，テオドール・ル

ソー，アリ・シェフェールなどの名も見える.

1848年 (29歳)

冬をサロンの準備に費やした画家は， 1月両親

にあてて希望にあふれた手紙を綴る.いわし自

分を熱狂的に支持してくれ，新聞や芸術の方面

で多大な影響力ある人たちに固まれており，新

しい流派の旗揚げも間近なうんぬんとある.r大
きな影響力ある人たち」の実態はといえば，同世

代の駆け出し文士ボードレール(1821-1867)と

シャンブルーリ(1821-1889)であって，クール

べも挿図原画を寄せて支援した，かれらの革命

的な小新聞「サリュ・ピュブ、リ、ソク」には，わずか

2号で廃刊という運命が待っていた.

二月革命勃発にもかかわらず，サロンは3月に

開催され，審査委員会による鑑査の制度カ涜止

されたため，クールベも出品作10点すべてを展

覧することが出来た.{チェロを弾く男〉が一部

の批評家の目にとまる.サロン展観作品総数は

5500点に達し，自分の作品も目士たなかったク

ールべは，家叫滑りに，政治には関心がなく，ま

た共和制は芸術家に最適の政体ではないとも書

いている.父を安心させるための演技半分とし

ても，半分は本音で，革命の混乱下，画家はひた

クールべ〈チェロを弾〈男).1847年，ストックホルム，国立
美術館

すら制作に熱中した.この年の末には，クールペ

が入りぴたりだった芸術家の溜まり場ビヤホー

ル「アンドレール」は「写実主義の神殿」とイじする.

この酒場に隣あったオートフイユ街に居を定め

たのもこの頃で'，1871年まで住むこととなる.お

そらくこの頃，ボードレールの肖像(モンベリエ，

ファープ、ル美術館)を描く.

1849年 (30歳)

サロンは，出品者たちの選出した審査委員会に

よって鑑査を行うこととなり， 6月15日によう

やく開催された.ボードレールカ毛見明書きをつ

けた11点の出品のうち 7点が入選.なかでも大

作《オルナンの食休みHリール美術館)に接した

ドラクロワは，そこに「誰にも依存せずJr前触れ

もなく出現した革命家」を，またアングルは，過

度の資質ゆえに芸術そのものからもはみ出して

しまった「危険な手本となる新しい革命家」を見

出した.この作品は2等賞に輝き，国家買い上げ

となってリール美術館に入り，クールべは以後

無鑑査の特権を享受することになる.秋オルナ

ンで盛大に迎えられた画家は，父が物置を改造

して作ってくれたアトリエで〈石割り人夫〉を制

作し，つづいて《オルナンにおけるある埋葬の歴

史画〉に着手する.

1850年 (31歳)
カーニヴアル

故郷で狩猟や謝肉祭を楽しみ，俗謡採集や古陶

器愛好に時をすごすかたわら，里の住人たちを

モデルに《オルナンにおけるある埋葬の歴史画》

の制作を進めるが，縦3.5メートル，横8.7メート

ルの大作の全体を，うしろに下がって見るだ、け

の距離のゆとりがアトリエにはなし「盲滅法の

制作」でFあった.サロン開催の遅延を利用して，

まずオルナン，ついで5月にはブ可、ンソン， 6月

にはデイジョンで展覧会を聞く.夏にパリに戻

り，ジヤン・ジュールネとベルリオーズ(1803-
1869)(本展no.8)の肖像を制作.サロンは公式

には12月30日に開催，実際に公開されるのは翌

年の 1月3日にずれこんだ.

この年アングル(1780-1867)が美術学校校長に

就任した.

1851年 (32歳)

このサロンにクールべは先の2点の肖像勺i訪ヘ

〈オルナンにおけるある埋葬の歴史画)，(市から

帰るフラジェーの農民たち)，(石割り人夫〉など

9点を出品する.このサロンにはミレー(1814-
1875)が《種蒔く人)，(藁を束ねる人々〉を，ドー

ミエ(1808-1879)が《ドン・キホーテとサンチョ・

パンサ)，(サテュロスに追われるニンフたち)，

《シレーノス〉を出品していた.またドラクロワ

(1798-1863)はこの年，ルーヴル宮アポロンの

聞の天井画を完成した.

《埋葬〉に批評界は騒然となった.キュエノーが

ジュリエット・クールべに書き送ったところに

よれば，指物師か石工が突然画家になって苦も
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クールベ〈市から帰るフラジェーの農民たち)， 1850-55年，
ブザンソン美術館

クールベ〈村のお嬢さんたち)， 1851年，ニューヨーク，メト
ロポリタン美術館

なく天才を発揮したのだとか，おそるべき社会

主義者で陰謀団の一員であるとか，矛盾したう

わさが飛び交い，美術界の会話はクールべで持

ち切りだという.テオフィル・ゴーチエ(1811-

1872) は，批判に耐えるだけの力量をクールベに

認め，褒賞が授与されないのをいふかしがった.

歌謡の作詞作曲で人気を博しつつあった詩人
ピエール・デ、ユポン(1821-1870) とともに，弁護

士クレマン・ローリエの招きで，その故郷ペリー

地方に滞在し疲れを癒したクーlνミは，ついで

ブリュッセルとミュンへンに「招待」されて，展

覧会に参加した.ガルサンなる人物から， 11月 10

日パリで非合法政治集会に参加した嫌疑で訴え

られたクールベは，アリバイを申し立てるつい
でに， r社会主義者のみならず，民主主義者，共
和派，要するにあらゆる革命の支持者，そしてな

によりレアリスト j という信条告白を行い，レア

リストとは「まことの真実の誠実なる友jである

と定義する.この手紙から， 3 人の妹たちをモデ

ルにした〈村のお嬢さんたちH本展no.63参照)
を制作中であることが知られる.

また，共和国大統領ルイ=ナポレオン・ボナパル

トは，サロン出品作の《画家の自画像〉を所望し，

ク-Jレべは前年から制作に取りかかっていた《火

事に駆けつける消防夫たちの出発〉をもって，大

統領からの国家注文にも答えようとしたとおぼ

しい.しかし， 12月 2 日のナポレオンによるクー

デタによって，この絵は，もはや，帝政をめざす

ナポレオンへの皮肉な中傷以外のなにものでも

なくなり，制作は中断される.モデルに頼んだ消

防夫の隊長が流刑に処せられるにおよんで，作

品は中途放棄のやむなきに至り，画家の子で厳

重に相包されたという.同郷の社会主義者ブル

ードン(1809-1865) に構想を負ったとの噂が加

わったのも，お蔵入りの一因である，とする説も

ある.

1852年 (33歳)

愛人ヴイルジニー・ビネが息子とともに突知デ

イエツプに発ち，クールベとの決裂は明白にな
る.画家が憲兵隊から監視される情況があった
ものかとも推定されるが実際マックス・ビュシ

ヨンは捜索を受け，ベルンに亡命する決心を固

めた.一作家 3 点という出品規定に従い画家は

4 月 1 日開幕のサロンに〈村のお嬢さんたち〉

(本展no.63参照)， {キュエノー氏の肖像〉および
〈ル一川の風景〉の 3 点を出品した.冒頭の大作
が，当時内務大臣であったモルニ一公(1811-

1865)の所蔵である，とサロンの目録に明記され

ているのも意味深長で，ボナバルト派の懐柔策

ともとれるが，それでもこの作品は，こときらに

醜さを目ざすものとして批判，調剥の対象にな

った. 3 月 〈石割り人夫Hオルナンにおけるある
埋葬の歴史画〉をフランクフルトで展覧，成功を
収める.

12月ルイ=ナポレオンが即位し，第二帝政成立.

1853年 (34歳)

〈水浴びする女たち}， {まどろむ糸紡ぎ女Hモン

ベリエ，ファープル美術館)， {闘技者たちHプダ

クールベ《闘技者たち)， 1853年，ブダベスト美術館

『破どを
L院内 主

クールベ《アルフレ ッ ド・プリュ イ アスの肖像)， 1853年，モ
ンベリエ.ファーブル美術館

ベスト美術館)をサロンに出品.シャンブルーリ

はサロンの前から，スキャンダルを心配してい

た杭予想は見事に的中し，非難と瑚笑を巻き起

こした.またクールべは，たまたま出会ったクー

チュ-1レと大舌戦を繰り広げるなどして，自ら

好んで議論と訊刺の話題を提供する仕儀とな

った

《水浴びする女たちHモンベリエ，ファーブjレ美

術館)を見たドラクロワは，何を意味しているの

か不明瞭な主題を，野卑な肉塊という形にくる

んで提出するところに，画家の役立たずな思想
を見て吐き気を催したと，日記に記す.下見に現

れたナポレオン三世は，その醜悪さに，思わず乗

馬用鞭で一打ちくれたという.それと聞いたク

ールべは，そうと知っていれば，薄い匝l布を使っ

ておいたのに，絵を破いた皇帝を訴えれはたい

した評判の裁判沙汰になったろうに，と笑った

むね伝えられる.

《水浴び、する女たち〉 と《まどろむ糸紡ぎの女〉は

じめ 5 点を，モンベリエの愛好家アルフレッド・

プリュイアス (1821-1877)が購入し，クールべ

に自分の肖像制作を所望する.彼はふた月前に

ドラクロワに自分の肖像を注文したばかりであ

った.クールべは 6 月に件の肖像を描き上げる.

1854年 (35歳)

フランクフルトで展覧.モンベリエに画家を招

待するというプリュイアスの提案に答えた手紙
のなかで，ク一ル

すべ <.r巨匠ク一ルべの絵画とブプ、lリ)ユイアスの

蒐集品の展覧会」の企画を語る. 5 月から 9 月

までプリュイアスの招きを受けモンベリエに過
ごす.両者の交友を永遠に記念すべく 《出会い

(今日は，クールベさん))(モンベリエ，ファーブ

ル美術館)が制作される.画家はこのとき初めて
地中海を見る.オルナンに帰郷する途中，リヨン

を経てベルンに回り，亡命中のマックス・ヒ‘ユシ

ヨンに会う.オルナンでひどい黄痘に襲われ，ひ
と月以上外出できず，万国博覧会の準備q屋延

に不平をかこちつつも， r想像可能な限りもっと

も驚くべき」絵でJわがアトリエの精神的・物質
的廃罫lであると称する《画家のアトリエー現実
的寓意Hオルセ一美術館)に着手した旨，プリ
ュイアスに告げている.シャンフルーリ宛に長
文でこの絵の「説明」を発送したのも，この年末
ころカヘ

6 月 22 日の政令で，本年のサロンは延期のうえ，

翌年の万国博覧会と統合する旨，皇帝の名で通

達されていた.年末(一説には53年末H帝室美

術館総長」ド・ニュヴェルケルク伯(1811-1892)

より食事に招かれ，政府側の申し入れを受け入
れ， rぶどう酒を水で割る」なら1855年の万国博

覧会で一室をあてがおうという提案を示される.

だが激怒したクールベは，節操を売るなどはも
ってのほか，自らの「知的自由j こそ犬切である

と答え， r大層な自信ですな」と冷やかす伯爵に

切り返して， r 自分か世界一倣慢な男であること
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に今頃お気付きになるとはj とうそふいた，云々

という手紙をプリュイアスに送る.

1855年 (36歳)

〈画家のアトリエ》制作カ〈万国博覧会の出品期
日に間に合わず，特別猶予を風景画家フランソ
ワ=ルイ・フランセ(1814-1897)の仲介で取り付
け，ようやく 3 月末パリに上る.出品リストに記
した15点のうち11点は審査を通過したものの，
肝心の《オルナンにおけるある埋葬の歴史画》 と，
《画家のアトリエ〉 とが拒絶されたため，プリユ
イアスの資金援助を頼んで，個展開催を決意す
る. 5 月 15 日開幕の万国博覧会の美術館からほ
ど近い，モンテーニユ街に設けたクールベの仮
小屋は， 6 月 28 日に開場した.
サロンには《石害u り人夫} ， {村のお嬢さんたち} ，
《出会い} ， {糸紡ぎ女}， {麦をふるう女たち)(ナ
ント美術館)などが出品される.個展には， rレア
リスムー G.ク-}レ大その作品のうち40点のタ
ブ、ローを展覧j という掲示が出され， rギュスタ

ーヴ・クーJレべ氏の40点のタブ、ローと 4 点のデ
ッサンの展覧と販売」と銘うたれた小冊子にも，
「レアリスム」と題する序文が付された. rただ伝
統についての全き知識から，私自身の個性につ
いての，理づ、めさ河血立不覇の感情を汲み取ろう
とした. Jr為す議うために知る，それ械の考え
で、あった， (…〕生きた芸術を作り出すこと，それ
カ苛ムの目的である jなどの言葉が見える.
入場料は当初の 1 フランから10スーに引き下げ
られたが，それでも入場者は少なしこの企画を
正面から擁護した批評家も内輪の関係者たるシ
ャンブルーリのみで，興行的には失敗に終わっ
た疲れ果てた画家はゲントからの招待を得て，
夏の終わりにベルギーを旅し，プリユツセル，ア
ントワープ，ケルン，ストラスプール，ミユルー
ズを回った後，オルナンに戻り，年末，展覧会を
閉じるためパリに上った.

クールベ〈麦をふるう女たち)， 1855年，ナント美術館

1856年 (37歳)

スイスのヌーシャテlレで，マックス・ビユション
ヵfレアリスム論文集』を発刊して究-Jレベを擁
護.また画家が3 年も前から期待していた，テオ
フィル・シルヴェストル(1823-1876)の「現存の

画家たち』が公刊され，巨匠たちと並んでクール
ベに一章を割いたが，称賛よりも批判に傾く論
調はクールベをたいへん失望させた.シャンブ
ルーリは《オルナンの食休み〉や〈オルナンにお
けるある埋葬の歴史画》の頃をなつかしみ，それ
以来脱線気味のクールベを残念に思っていた.

この年はサロンは開催されず，クールベはロン

ドンのクリスタル・パレスに作品を 2 点発送す
る.弁護士ローリエの招待で， 2 度目"アミリ一地
方滞在.8 月末オルナンに戻る予定を伝えるが，
9 月にはベルギーで「巨匠たちの作品に接する
素晴らしい機会J を得て，ゲントからの招きに応
じている.ブリュージュ，オスタンド経由で，リ
ェージュ，ケルン，ライン河をマインツまで伝い，
ストラスプール，ミュルーズ，ブザンソンとたど

ってオルナンに帰着.

1857年 (38歳)

サロンの規約が大改定され，以降サロン開催は
2 年毎，作家一人当たり 3 点の制限は撤廃，審
査委員会はアカデミー会員のみから構成され，
無鑑査入選は，アカデミー会員および作品によ
って勲章を授かった者に限定されたため，サロ
ンで入賞はしたがし、まだ叙勲されていないクー
ルべは， 1849年以来の無鑑査出品資格を失っ
た.画家の憤慨したという話が今日伝わってい
ないところをみると.入選目録にみえる 6 点が
この年の出品作のすべてで，選にもれたものは
なかったとおぼしい. 2 点は狩猟を主題として
おり，批評家たちにも文句の付けられないジャ
ンルであった.また物議をかもす農民生活画を
やめて， {セーヌ河畔のお嬢さんたち(夏)}(本展
no.14) といった屋外の都会風俗画に転進した.
ブルードンはそこにパリ文明のもたらした堕落
が表されているとみるであろうが，批評家たち
は，品行のいかがわしさを疑わせる主題でもっ
て観衆の注意をひこうとする，といって画家を
非難した.こうしたスキャンダルにもかかわら
ず，この作品は 8 年ふ、 りに再度の 2 等賞あつか

いとなった.
5 月クールベやシャンブルーリは「植物学協会
の資金でJr200-300人のパリの学生といっしょ」
に，モンベリエに短期滞在し，プリュイアスの世
話になった.これに取材したシャンブルーリの
短篇小説をめぐって，画家と著者との聞にひと
悶着あり，プリュイアスとシャンブルーリとの
関係にもひびが入る.プリュッセルの展覧会に
4 点の作品を展示.

1858年 (39歳)

シャンブルーリがプリユツセル亡命中の出版業
者エッツェル(1814-1886)宛書簡で，同地に長
期逗留中のクールベの，ビールの飲みすぎと遊
びすぎを懸念する. 9 月フランクフルトに行き，
早業を抜露してはつぎつぎと地元有力者の肖像
をものし，狩猟に誘われては大手柄を上吠誇張
ある手紙にも得意満面の様子が伺える.また注

文を得，絶好の仕事場を提供され， {フランクフ
ルトの婦人Hケルン，ヴアルラフ=リヒャルツ美
術館)， {狩猟の食事H同)を制作する他，数点に
およぶ大作の狩猟画に取り掛かる.二人のロシ

ア人が画家を訪ね，アトリエの作品をそっくり
買い上げる交渉を試みるが，失敗に終わったと

いう.長く外国にとどまったのは，ひとつには，
画家を白眼視する祖国フランスのアカデミーを
中心とする画壇に対する，反発的逃避ないし消
極的抵抗の意味もあったろうが， r私が外国を渡
り歩くのは，私にとって必要な精神の自由を見
いだすためだj と手紙に書いてもいる.

クールベ《フラ ンク フルトの婦人)， 1 858年，ケル ン. ヴアル
ラフ=リヒャ 1レツ美術館

1859年 (40歳)

1 月ようやくオルナンに戻り ， 2 月パりに上っ
たクーlレべは，サロン出品作の準備が間に合わ
ず，計画を縮小したあげしついに出品を取りや
めるが，その不在はかえって話題を撒いた.ザカ
リ・アストリュック (1835-1907) などは，クーJレ

べが去の場でいまだに無理解に曝されているの

を遺憾とする意見を述べる.いっぽうクールベ

は，機会があれば，国の内外を問わず至るところ
に出品し，知己を広げる. }レ・アーヴルでは海景
画家プーダン(1824-1898) に出会い，パリでは
ホイスラー(1834-1903) と知り合った.文学者
や芸術家たちの多く出入りする「デイヴアン・ル・
ベルティエ」や，モンマルトルのマルティール街
の有名なビアホールなどに出入りする一方，パ
リの自分のアトリエでも会合を催した. rレアリ
スムの大宴会J と称した10月 1 日のそれは，なか
なかに荘厳なものだったらしく， rサツの犬j ま
で舞い込んだというこの会合をもって夏の最後
としたクールべは， rこの冬は来客無用」と宣言
した.年末には，第二帝政の自由主義的政策転
換に伴って， 10年におよぶ亡命から帰国したビ
ュションを祝う小宴が，その故郷のサラン(ジユ
ラ県)でもたれた.

1860年 (41歳)

1857年以来美術批評に筆を取っていたジュー

ル・カスタニャリ (1830-1888) を知る.それまて
のカスタニャリは，クールベの稀なる資質に吉
田しつつも批判的で，自分自身の美学を理解て
きぬままに才能を浪費する工匠であるとか，主

15. 

クールぺ〈市から帰るフラジェーの農民たち)，1850-55年，
プザンソン美術館

クールぺ〈村のお嬢さんたち)，1851年，ニューヨーク，メト
ロポリタン美術館

なく天才を発揮したのだとか，おそるべき社会

主義者で陰謀団の一員であるとか，矛盾したう

わさが飛び交い，美術界の会話はクールべで持

ち切りだという.テオフィル・ゴーチエ(1811-

1872)は，批判に耐えるだけの力量をク-Jレ犬に

認め，褒賞が授与されないのをいふかしがった.

歌謡の作詞作曲でP人気を博しつつあった詩人

ピエール・デ‘ユポン(1821-1870)とともに，弁護

士クレマン・ローリエの招きで，その故郷ペリー

地方に滞在し，疲れを癒したク-Jレべは，ついで

プリュッセルとミュンへンに「招待」されて，展

覧会に参加した.ガルサンなる人物から， 11月10

日パリで非合法政治集会に参加した嫌疑で訴え

られたクールべは，アリバイを申し立てるつい

でに， i社会主義者のみならず，民主主義者，共

和派，要するにあらゆる革命の支持者，そしてな

によりレアリスト」という信条告白を行い，レア

リストとは「まことの真実の誠実なる友」である

と定義する.この手紙から， 3人の妹たちをモデ

ルにした〈村のお嬢さんたちH本展no.63参照)

を制作中であることが知られる.

また，共和国大統領ルイ=ナポレオン・ボナバル

トは，サロン出品作の〈画家の自画像〉を所望し，

クールベは前年から制作に取りかかっていた《火

事に駆けつける消防夫たちの出発〉をもって，大

統領からの国家注文にも答えようとしたとおぼ

しい.しかし， 12月2日のナポレオンによるクー

デタによって，この絵は，もはや，帝政をめざす

ナポレオンへの皮肉な中傷以外のなにものでも

なくなり，制作は中断される.モデルに頼んだ消

防夫の隊長が流刑に処せられるにおよんで，作

品は中途放棄のやむなきに至り，画家の子で歳

重に梱包されたという.同郷の社会主義者プル

ードン(1809-1865)に構想を負ったとの噂カ功日

わったのも，お蔵入りの一因である，とする説も

ある.

1852年 (33歳)

愛人ヴイルジニー・ビネが息子とともに突知デ

イエップに発ち，クールべとの決裂は明白にな

る.画家が憲兵隊から監視される情況があった

ものかとも推定されるカミ実際マックス・ヒ、ユシ

ョンは捜索を受け，ベルンに亡命する決心を固

めた.一作家3点という出品規定に従い画家は

4月1日開幕のサロンに〈村のお嬢さんたち〉

(本展no.63参照)， {キュエノー氏の肖像〉および、

《ル一川の風景〉の3点を出品した.冒頭の大作

カミ当時内務大臣であったモルニ一公(1811-

1865)の所蔵である，とサロンの目録に明記され

ているのも意味深長で，ボナバルト派の懐柔策

ともとれるが，それでもこの作品は，ことさらに

醜さを目ざすものとして批判，調刷の対象にな

った.3月《石割り人夫Hオルナンにおけるある

埋葬の歴史画〉をフランクフルトで展覧，成功を

収める.

12月ルイ=ナポレオンカ£即位し，第二帝政成立.

1853年 (34歳)

〈水浴びする女たち)，{まどろむ糸紡ぎ女Hモン

ベリエ，ファープ、1レ美術館)， {闘技者たちHブダ

クールぺ〈闘技者たち)，1853年，プダベスト美術館

クールベ〈アルフレ ッド・ブリュイアスの肖像)，1853年，モ
ンベリエ.ファーブル美術館

ベスト美術館)をサロンに出品.シャンブルーリ

はサロンの前から，スキャンダルを心配してい

た杭予想は見事に的中し，非難と瑚笑を巻き起

こした.またクールべは，たまたま出会ったクー

チュールと大舌戦を繰り広げるなどして，自ら

好んで議論と訊刺の話題を提供する仕儀とな

った.

《水浴びする女たちHモンベリエ，ファープル美

術館)を見たドラクロワは，何を意味しているの

か不明瞭な主題を，野卑な肉塊という形にくる

んで提出するところに，画家の役立たずな思想

を見て吐き気を催したと，日記に記す.下見に現

れたナポレオン三世は，その醜悪さに，思わず乗

馬用鞭で一打ちくれたという.それと聞いたク

ールべは，そうと知っていれば，薄い画布を使っ

ておいたのに，絵を破いた皇帝を訴えればたい

した評判の裁判沙汰になったろうに，と笑った

むね伝えられる.

《水浴びする女たち》と《まどろむ糸紡ぎの女》は

じめ 5点を，モンベリエの愛好家アルフレッド・

プリュイアス(1821-1877)が購入し，クールベ

に自分の肖像制作を所望する.彼はふた月前に

ドラクロワに自分の肖像を注文したばかりであ

った.クールべは6月に件の肖像を描き上げる.

1854年 (35歳)

フランクフルトで展覧.モンベリエに画家を招

待するというブリュイアスの提案に答えた手紙

のなかで，クール門ミは， 55年の万国博覧会に対抗

すべく， i巨匠クールベの絵画とプリュイアスの

蒐集品の展覧会」の企画を語る.5月から 9月

までプリュイアスの招きを受けモンベリエに過

ごす.両者の交友を永遠に記念すべく 〈出会い

(今日は，クールべさんn(モンベリエ，ファープ

ル美術館)が制作される.画家はこのとき初めて

地中海を見る.オルナンに帰郷する途中，リヨン

を経てベルンに回り，亡命中のマックス・ビュシ

ョンに会う.オルナンでひどい貰痘に襲われ，ひ

と月以上外出できず，万国博覧会の準備の遅延

に不平をかこちつつも， i想像可能な限りもっと

も驚くべき」絵で， iわがアトリエの精神的・物質

的歴史」であると称する《画家のアトリエー現実
アレゴリー

的寓意、Hオルセ一美術館)に着手した旨，プリ

ュイアスに告げている.シャンブルーリ宛に長

文でこの絵の「説明」を発送したのも，この年末

ころか.

6月22日の政令で，本年のサロンは延期のうえ，

翌年の万国博覧会と統合する旨，皇帝の名で逼

達されていた.年末(一説には53年末)i帝室美

術館総長Jド・ニュヴェルケルク伯(1811-1892)

より食事に招かれ，政府側の申し入れを受け入

れ， iぶどう酒を水で割る」なら1855年の万国博

覧会で一室をあてがおうという提案を示される.

だが激怒したクールベは，節操を売るなどはも

ってのほか，自らの「知的自由Jこそ大切である

と答え， i大層な自信ですなJと冷やかす伯爵に

切り返して， i自分か世界一倣慢な男であること
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クー1レベ〈市から帰るフラジェーの農民たち)， 1850-55年，
プザンソン美術館

クールベ〈村のお嬢さんたち)， 1851年，ニューヨーク，メト
ロポリタン美術館

なく天才を発揮したのだとか，おそるべき社会

主義者で陰謀団の一員であるとか，矛盾したう
わさが飛び交い，美術界の会話はクールベで持

ち切りだという\ テオフィル・ゴーチエ(1811-
872) は，批判に耐えるだけの力量をクールべに

忍め，褒賞が授与されないのをいふかしがった.

歌謡の作詞作曲で、人気を博しつつあった詩人

三エール・デ、ユポン(1821-1870) とともに，弁護

士クレマン・ローリエの招きで，その故郷ペリー

也方に滞在し，疲れを癒したクールペは，ついで
プリュッセルとミュンへンに「招待」されて，展

這会に参加した.ガルサンなる人物から， 11月 10

ヨパリで非合法政治集会に参加した嫌疑で訴え

うれたクールべは，アリバイを申し立てるつい

ぞに， í社会主義者のみならず，民主主義者，共

相派，要するにあらゆる革命の支持者，そしてな

こよりレアリスト J という信条告白を行い，レア
j ストとは「まことの真実の誠実なる友jである
ヒ定義する.この手紙から， 3 人の妹たちをモデ

レにした《村のお嬢さんたち)(本展no.63参照)

旨制作中であることが知られる.
t た.共和国大統領ルイ=ナポレオン・ボナパlレ

トは，サロン出品作の〈画家の自画像〉を所望し，
ケールべは前年から制作に取りかかっていた〈火

停に駆けつける消防夫たちの出発〉をもって，大

充領からの国家注文にも答えようとしたとおぼ

Jい.しかし， 12月 2 日のナポレオンによるク

Fタによって，この絵は，もはや，帝政をめざす

トポレオンへの皮肉な中傷以外のなにものでも

主くなり，制作は中断される.モデルに頼んだ消

右夫の隊長が流刑に処せられるにおよんで，作

品は中途放棄のやむなきに至り，画家の手で厳

重に相包きれたという.同郷の社会主義者プ1レ

ードン(1809-1865) に構想を負ったとの噂カ清日

わったのも，お蔵入りの一因である，とする説も

ある.

1852年 (33歳)

愛人ウY ルジニー・ビネが息子とともに突知デ

イエップに発ち，クールベとの決裂は明白にな
る.画家が憲兵隊から監視される情況があった

ものかとも推定されるれ実際マックス・ビュシ
ヨンは捜索を受け，ベルンに亡命する決，じ、を固

めた.一作家 3 点という出品規定に従い画家は

4 月 1 日開幕のサロンに《村のお嬢さんたち〉

(本展no.63参照)， {キュエノー氏の肖像》および、

《ルーJIIの風景》の 3 点を出品した.官頭の大作
が，当時内務大臣であったモルニ一公(1811-
1865)の所蔵である，とサロンの目録に明記され

ているのも意味深長で，ボナパルト派の懐柔策

ともとれるカミそれでもこの作品は，ことさらに

醜さを目ざすものとして批判，訊刺の対象にな
った. 3 月 《石割り人夫Hオルナンにおけるある
埋葬の歴史画》をフランクフルトで展覧，成功を
収める.

12月ルイ=ナポレオンが即住し，第二帝政成立.

1853年 (34歳)

〈水浴びする女たち} ， {まどろむ糸紡ぎ女)(モン

ベリエ，ファープル美術館)， {闘技者たち)(ブダ

クールベ《闘技者たち〉ー 1853年，ブ、ダベスト美術館

クールベ〈アルフレッド・ブリュイアスの肖像) ， 1853年，モ
ンベリエ.ファーブ]レ美術館

ベスト美術館)をサロンに出品.シャンフルーリ

はサロンの前から，スキャンダルを心配してい

た抗予想は見事に的中し，非難と瑚笑を巻き起

こした.またクールベは，たまたま出会ったクー

チュールと大舌戦を繰り広げるなどして，自ら

好んで議論と訊刺の話題を提供する仕儀とな

った

〈水浴びする女たち}(モンベリエ，ブアープル美

術館)を見たドラクロワは，何を意味しているの

か不明瞭な主題を，野卑な肉塊という形にくる

んで提出するところに，画家の役立たずな思想
を見て吐き気を催したと，日記に記す.下見に現

れたナポレオン三世は，その醜悪さに，思わず乗

馬用鞭で一打ちくれたという.それと聞いたク
ールべは，そうと知っていれば，薄い画布を使っ

ておいたのに，絵を破いた皇帝を訴えれば，たい

した評判の裁判沙汰になったろうに，と笑った

むね伝えられる.

〈水浴びする女たち》 と 《まどろむ糸紡ぎの女〉は
じめ 5 点を，モンベリエの愛好家アルフレッド・

プリュイアス(182ト1877)が購入し，クールベ

に自分の肖像制作を所望する.彼はふた月前に

ドラクロワに自分の肖像を注文したばかりであ

った.クールべは 6 月に件の肖像を描き上げる.

1854年 (35歳)

フランクフルトで展覧.モンべリエに画家を招
待するというブリュイアスの提案に答えた手紙

のなかで，クールベは， 55年の万国博覧会に対抗

すべく， í巨匠クールベの絵画とプリュイアスの
蒐集品の展覧会」の企画を語る. 5 月から 9 月
までブリュイアスの招きを受けモンベリエに過
ごす.両者の交友を永遠に記念すべ( <出会い

(今日は，クールベさんn(モンベリエ，ファープ

ル美術館)が制作される.画家はこのとき初めて

地中海を見る.オルナンに帰郷する途中，リヨン

を経てベルンに回り，亡命中のマックス・ビユシ
ヨンに会う.オルナンでひどい黄痘に襲われ，ひ

と月以上外出できず，万国博覧会の準備倒産延
に不平をかこちつつも， í想像可能な限りもっと

も驚くべき J絵でJわがアトリエの精神的・物質
的堅実」であると称する《画家のアトリエー現実
的寓意)(オルセ一美術館)に着手した旨，ブリ

ュイアスに告げている.シャンブルーリ宛に長
文でこの絵の「説明」を発送したのも，この年末
ころか.

6 月 22 日の政令で，本年のサロンは延期のうえ，

翌年の万国博覧会と統合する旨，皇帝の名で通

達されていた.年末(一説には53年末)í帝室美
術館総長」ド・ニュヴェルケルク伯(1811-1892)

より食事に招かれ，政府側の申し入れを受け入
れ， íぶどう酒を水で割るjなら 1855年の万国博
覧会で一室をあてがおうという提案を示される.
だが激怒したクールベは，節操を売るなどはも

ってのほか，自らの「知的自由」こそ大切である

と答え， í大層な自信ですなJ と冷やかす伯爵に
切り返して， í 自分かミ世界一倣慢な男であること
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に今頃お気付きになるとは」とうそぶいた，云々

という手紙をプリュイアスに送る.

1855年 (36歳)

〈画家のアトリエ〉制作が，万国博覧会の出品期
日に間に合わず，特別猶予を風景画家フランソ
ワ=ルイ・フランセ(1814-1897)の仲介で取り付
け，ようやく 3 月末ノ叫に上る.出品リストに記
した15点のうち11点は審査を通過したものの，
肝心の《オルナシにおけるある埋葬の歴史画〉 と，
〈画家のアトリエ》とが拒絶されたため，プリユ
イアスの資金援助を頼んで，個展開催を決意す
る. 5 月 15 日開幕の万国博覧会の美術館からほ
ど近い，モンテーニュ街に設けたクールベの仮
小屋は， 6 月 28 日に開場した.
サロンには《石割り人夫}， {村のお嬢さんたち}，
《出会い〉ぺ糸紡ぎ女} ， {麦をふるう女たちHナ
ント美術館)などが出品される.個展には.íレア
リスム -G.クール大その作品のうち40点のタ
プローを展覧」という掲示が出され， íギュスタ
ーヴ・クールベ氏の40点のタプローと 4 点のデ
ッサンの展覧と販売J と銘うたれた小冊子にも，
「レアリスム」と題する序文が付された. íただ伝
統についての全き知識から，私自身の個性につ
いての，理づめT独立不覇の感情を汲み取ろう
とした.J í為す能うために知る，それ均等ムの考え
でFあった， (…〕生きた芸術を作り出すこと，それ

カ￡私の目的である jなどの言葉が見える.
入場料は当初の 1 フランから10スーに引き下げ
られたが，それでも入場者は少なしこの企画を
正面から擁護した批評家も内輪の関係者たるシ
ャンブルーリのみで，興行的には失敗に終わっ
た.疲れ果てた画家はゲントからの招待を得て，

夏の終わりにベルギーを旅し，ブリュッセル，ア
ントワープ，ケルン，ストラスプール，ミュルー
ズを回った後，オルナンに戻り，年末，展覧会を

閉じるためパリに上った.

クールベ〈麦をふるう女たち)， 1855年.ナン ト美術館

「γ アf戸 、ζj

1856年 (37歳)

スイスのヌーシャテルで，マックス・ビュション
が「レアリスム論文集』を発刊してク-)νてを擁
護.また画家が3 年も前から期待していた，テオ
フィル・シルヴェストル(1823-1876)の『現存の

画家たち』が公刊され，巨匠たちと並んでクール
べに一章を割いたが，称賛よりも批判に傾く論
調はクールべをたいへん失望させた.シャンブ
ルーリは〈オルナンの食休み〉や〈オルナンにお
けるある埋葬の歴史画》の頃をなつかしみ，それ
以来脱線気味のクールベを残念に思っていた.
この年はサロンは開催されず，クールべはロン
ドンのクリスタル・パレスに作品を 2 点発送す
み弁護士ローリエの招待で" 2 度自のペリー地
方滞在.8 月末オルナンに戻る予定を伝えるれ
9 月にはベルギーで「巨匠たちの作品に接する
素晴らしい機会」を得て，ゲントからの招きに応
じている.ブリュージユ，オスタンド経由で，リ
ェージュ，ケルン，ライン河をマインツまで伝い，
ストラスプール，ミュルーズ，ブザンソンとたど

ってオルナンに帰着.

1857年 (38歳)

サロンの規約が大改定され，以降サロン開催は

2 年毎，作家一人当たり 3 点の制限は撤廃，審
査委員会はアカデミー会員のみから構成され，
無鑑査入選は，アカデミー会員および作品によ
って勲章を授かった者に限定されたため，サロ

ンで入賞はしたがいまだ叙勲されていないクー
ルベは， 1849年以来の無鑑査出品資格を失っ
た.画家の憤慨したという話が今日伝わってい

ないところをみると，入選目録にみえる 6 点が
この年の出品作のすべてで，選にもれたものは
なかったとおぼしい. 2 点は狩猟を主題として
おり，批評家たちにも文句の付けられないジャ
ンルで、あった.また物議をかもす農民生活画を
やめて， (セーヌ河畔のお嬢さんたち(夏n(本展
no.14) といった屋外の都会風俗画に転進した.
プルードンはそこにパリ文明のもたらした堕落
が表されているとみるであろうが，批評家たち
は，品行のいかがわしさを疑わせる主題でもっ
て観衆の注意をひこうとする，といって画家を
非葉在した.こうしたスキャンダルにもかかわら
ず，この作品は 8 年ぶりに再度の 2 等賞あつか

いとなった.
5 月クールベやシャンブルーリは「植物学協会
の資金でJí200-300人のパリの学生といっしょ」
に，モンベリエに短見月滞在し，プリュイアスの世
話になった.これに取材したシャンブルーリの
短篇小説をめぐって，画家と著者との聞にひと
悶着あり，プリュイアスとシャンブルーリとの
関係にもひびが入る.プリユツセルの展覧会に
4 点の作品を展示.

1858年 (39歳)

シャンブルーリカまブリユツセル亡命中の出版業
者エッツェル(1814-1886)宛書簡で，同地に長
期逗留中のクールベの，ビールの飲みすぎと遊
びすぎを懸念する. 9 月フランクフルトに行き，
早業を披露してはつぎつぎと地元有力者の肖像
をものし，狩猟に誘われては大手柄を上吠誇張
ある手紙にも得意満面の様子が伺える.また注

文を得，絶好の仕事場を提供され， (フランクフ
ルトの婦人)(ケルン，ヴアルラフ=リヒヤルツ美
術館)， (狩猟の食事)(同)を制作する他，数点に
およふ大作の狩猟画に取り掛かる.二人のロシ

ア人が画家を訪ね，アトリエの作品をそっくり

買い上げる交渉を試みるが，失敗に終わったと

いう.長く外国にとどまったのは，ひとつには，

画家を白眼視する祖国フランスのアカデミーを
中心とする画壇に対する，反発的逃避ないし消

極的抵抗の意味もあったろうが， í私が外国を渡
り歩くのは，私にとって必要な精神の自由を見
いだすためだj と手紙に書いてもいる.

クールベ《フランクフルトの婦人)， 1858年，ケルン，ヴアル
ラフ=リヒャ Jレツ美術館

1859年 (40歳)

1 月ようやくオルナンに戻り， 2 月パリに上っ
たクールべは，サロン出品作の準備が間に合わ

ず，計画を縮小したあげしついに出品を取りや
めるが，その不在はかえって話題を撒いた.ザカ
リ・アストリュック (1835-1907) などは，クール
ベが公の場でいまだに無理解に曝されているの

を遺憾とする意見を述べる.いっぽうクールベ
は，機会があれば，国の内外を問わず至るところ
に出品し，知己を広げる.ル・アーヴルでは海景
画家プーダン(1824-1898) に出会い，パりでは
ホイスラー(1834-1903)と知り合った.文学者
や芸術家たちの多く出入りする「デイヴアン・ル・
ベルテイエjや，モンマルトルのマルティール街
の有名なビアホールなどに出入りする一方，パ
リの自分のアトリエでも会合を催した. íレアリ
スムの大宴会」と称した10月 1 日のそれは，なか
なかに荘厳なものだ、ったらしく， íサツの犬J ま

で舞い込んだというこの会合をもって夏の最後
としたクールベは， íこの冬は来客無用j と宣言
した.年末には，第二帝政の自由主義的政策転
換に伴って， 10年におよぶ亡命から帰国したビ
ュションを祝う小宴が，その故郷のサラン(ジユ
ラ県)でもたれた.

1860年 (41歳)

1857年以来美術批評に筆を取っていたジュー
lレ・カスタニヤリ (1830-1888) を知る.それまで
のカスタニャリは，クールベの稀なる資質に注
目しつつも批判的で，自分自身の美学を理解で
きぬままに才能を浪費する工匠であるとか，芸
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に今頃お気付きになるとは」とうそぶいた，云々

という手紙をプリュイアスに送る.

1855年 (36歳)

《画家のアトリエ》制作杭万国博覧会の出品期

日に間に合わず，特別猶予を風景画家フランソ

ワ=ルイ・フランセ(1814-1897)の仲介で取り付

け，ようやく 3月末パリに上る.出品リストに記

した15点のうち11点は審査を通過したものの，

肝心の〈オルナシにおけるある埋葬の歴史画〉と，

《画家のアトリエ》とが拒絶されたため，プリュ

イアスの資金援助を頼んで，個展開催を決意す

る.5月15日開幕の万国博覧会の美術館からほ

ど近い，モンテーニュ街に設けたクールべの仮

小屋は， 6月28日に開場した.

サロンには《石割り人夫)，<村のお嬢さんたち)，

〈出会い)，<糸紡ぎ女)，<麦をふるう女たちHナ

ント美術館)などが出品される.個展には，rレア
リスム-G.ク-]ド大その作品のうち40点のタ

プローを展覧Jという掲示が出され，rギュスタ

ーヴ・クールべ氏の40点のタプローと 4点のデ

ッサンの展覧と販売」と銘うたれた小冊子にも，

「レアリスム」と題する序文が付された.rただ伝

統についての全き知識から，私自身の個性につ

いての，理7め:，ci!虫立不覇の感情を汲み取ろう

とした.J r為す能うために知る，それゐキムの考え

でFあった， (…〕生きた芸術を作り出すこと，それ

が私の目的であるJなどの言葉が見える.

入場料は当初の 1フランから10スーに引き下げ

られたが，それでも入場者は少なしこの企画を

正面から擁護した批評家も内輪の関係者たるシ

ャンブルーリのみで，興行的には失敗に終わっ

た.疲れ果てた画家はゲントからの招待を得て，

夏の終わりにベルギーを旅し，プリュッセル，ア

ントワープ，ケルン，ストラスプール，ミュルー

ズを回った後，オルナンに戻り，年末，展覧会を

閉じるためパリに上った.

クールベ〈麦をふるう女たち).1855年，ナント美術館

1856年 (37歳)

スイスのヌーシャテルで，マックス・ビュション

ヵ干レアリスム論文集』を発刊してクールべを擁

護.また画家が3年も前から期待していた，テオ

フィル・シルヴェストlレ(1823-1876)の『現存の

画家たち』が公刊され，巨匠たちと並んでクール

べに一章を割いたが，称賛よりも批判に傾く論

調はクールべをたいへん失望させた.シャンブ

ルーリは《オルナンの食休み〉や〈オルナンにお

けるある埋葬の歴史画〉の頃をなつかしみ，それ

以来脱線気味のクールべを残念に思っていた.

この年はサロンは開催されず，クールべはロン

ドンのクリスタル・パレスに作品を 2点発送す

る.弁護士ローリエの招待で， 2度目OYミリ一地

方滞在.8月末オルナンに戻る予定を伝える杭

9月にはベルギーで「巨匠たちの作品に接する

素晴らしい機会Jを得て，ゲントからの招きに応

じている.ブリュージュ，オスタンド経由で，リ

エージュ，ケルン，ライン河をマインツまで伝い，

ストラスプール，ミュルーズ，ブザンソンとたど

ってオルナンに帰着.

1857年 (38歳)

サロンの規約が大改定され，以降サロン開催は

2年毎，作家一人当たり 3点の制限は撤廃，審

査委員会はアカデミー会員のみから構成され，

無鑑査入選は，アカデミー会員および作品によ

って勲章を授かった者に限定されたため，サロ

ンで入賞はしたがいまだ叙勲されていないクー

ルべは， 1849年以来の無鑑査出品資格を失っ

た.画家の憤慨したという話が今日伝わってい

ないところをみると，入選目録にみえる 6点が

この年の出品作のすべてで，選にもれたものは

なかったとおぼしい.2点は狩猟を主題として

おり，批評家たちにも文句の付けられないジャ

ンルであった.また物議をかもす農民生活画を

やめて， <セーヌ河畔のお嬢さんたち(夏))C本展

no.14)といった屋外の都会風俗画に転進した.

プルードンはそこにパリ文明のもたらした堕落

が表されているとみるであろうが，批評家たち

は，品行のいかがわしさを疑わせる主題でもっ

て観衆の注意をひこうとする，といって画家を

非難した.こうしたスキャンダルにもかかわら

ず，この作品は 8年ぶりに再度の 2等賞あつか

いとなった.

5月クールべやシャンブルーリは「植物学協会

の資金でJr200-300人のパリの学生といっしょJ
に，モンベリエに短期滞在し，プリュイアスの世

話になった.これに取材したシャンブルーリの

短篇小説をめぐって，画家と著者との聞にひと

悶着あり，プリュイアスとシャンブルーリとの

関係にもひびが入る.プリュッセルの展覧会に

4点の作品を展示.

1858年 (39歳)

シャンブルーリカ£プリュッセル亡命中の出版業

者エッツェル(1814-1886)宛書簡で，同地に長

期逗留中のクールベの，ビールの飲みすぎと遊

びすぎを懸念する.9月フランクフルトに行き，

早業を披露してはつぎつぎと地元有力者の肖像

をものし，狩猟に誘われては大手柄を上吠誇張

ある手紙にも得意満面の様子が伺える.また注

文を得，絶好の仕事場を提供され， <フランクフ

ルトの婦人Hケルン，ヴアルラフ=リヒャルツ美

術館)， <狩猟の食事H同)を制作する他，数点に

およぶ大作の狩猟画に取り掛かる.二人のロシ

ア人が画家を訪ね，アトリエの作品をそっくり

買い上げる交渉を試みるが，失敗に終わったと

いう.長く外国にとどまったのは，ひとつには，

画家を白眼視する祖国フランスのアカデミーを

中心とする画壇に対する，反発的逃避ないし消

極的抵抗の意味もあったろうが， i私、カサ卜国を渡
り歩くのは，私にとって必要な精神の自由を見

いだすためだjと手紙に書いてもいる.

クールべ〈フランクフルトの婦人).1858年，ケルン.ヴアル
ラフ=リヒャルツ美術館

1859年 (40歳)

1月ようやくオルナンに戻り， 2月パリに上っ

たクールべは，サロン出品作の準備が間に合わ

ず，計画を縮小したあげしついに出品を取りや

めるが，その不在はかえって話題を撒いた.ザカ

リ・アストリュック(1835-1907)などは，クール

ベが公の場でいまだに無理解に曝されているの

を遺憾とする意見を述べる.いっぽうクールベ

は，機会があれは国の内外を問わず至るところ

に出品し，知己を広げる.ル・アーヴルでは海景

画家プーダン(1824-1898)に出会い，パリでは

ホイスラー(1834-1903)と知り合った.文学者

や芸術家たちの多く出入りする「デイヴアン・ル・

ベルテイエJや，モンマルトルのマルティール街

の有名なビアホールなどに出入りする一方，パ

リの自分のアトリエでも会合を催した.rレアリ
スムの大宴会」と称した10月1日のそれは，なか

なかに荘厳なものだったらしく， iサツの犬jま

で舞い込んだというこの会合をもって夏の最後

としたクールべは， iこの冬は来客無用」と宣言

した.年末には，第二帝政の自由主義的政策転

換に伴って， 10年におよぶ亡命から帰国したビ

ュションを祝う小宴が，その故郷のサラン(ジユ

ラ県)でもたれた.

1860年 (41歳)

1857年以来美術批評に筆を取っていたジュー

ル・カスタニャリ(1830-1888)を知る.それまで

のカスタニャリは，クールベの稀なる資質に注

目しつつも批判的で，自分自身の美学を理解で

きぬままに才能を浪費する工匠であるとか，芸
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術とは思想を開陳するための伝導の場でも演壇

でもないのに，ブルードンの思想の代弁者にな

っている，などと否定的な評価を下してきた.し
かしアトリエを訪ねて以来，批評家はクールベ

の後半生最大の擁護者になってゆく.なかでも

クールべの死後の名誉回復には決定的な働きを
見せることとなるが，画家の妹ジュリエットの

勧めで執筆したクールベ伝は，未完のまま，作者

の死で中断されることとなろう.

一方シャンブルーリも，クールべの画業を回顧

する長大な論文を公表し，大画面(グランド・マ
シーン)に発揮される天才を顕揚し，鉄道に題材

を取った，大公共装飾画に画家が着手すること

を勧め，またその画業をヴァーグナーの楽曲と

比べて，未来の指針と認めた.

パリのマルテイネ画廊，モンベリエ，ブ可ンソン

などで展覧するほかは，翌年のサロンを目指し

て，オルナンで制作に傾注する.シャンブルーリ

宛の手紙によって，今後次々に発表されること

となる，鹿などを配した風景画の構想bJ"，大向う

の好評を博するような，文句のつけようもない

「中立地帯j(風景画，動物画)の攻略を意図した

戦術であったことが知られる.

1861年 (42歳)

サロンは 5 月 1 日に開催.4 年ぶりに復帰した

クールべの出品作 5 点のうちには《春の発情期
(雄鹿の闘い)Hオルセ一美術館)， (水辺の雄鹿

(騎馬猟)}の 2 大作があり，目論見どおりひろく
絶賛された.なかでも前者については，これを国

家買い上げのうえリュクサンブール美術館蔵と

する計画が，ニュウ守エルケルクおよびシュヌウ守

イエール(1820-1899)の同意の上で進行し，画

家もおおいに乗り気で、あった.同じ頃，クールべ

が叙勲されるとの噂もひろまったが，発表され

たリストにはクールべの名は見られなかった.

また，問題の作品も， 2 等賞受賞者の作品であ

ることが再度喚起されたのみで，フランシス・ヴ

ェー(1812-1882)など友人の働きかけも空しく，

特別の賞を獲得するには至らなかった.この結
末で無冠の王となったクールベは，自分に対す

る仕打ちを道化芝居だと決めつけながらも，絵
がリュクサンブール入りすることにだけは希望

を託しつつ、けた.クールベを叙勲者から除外す

るのに直接手を下したともいわれる皇帝に対し
て，画家は後も，この「侮辱Jを忘れない.

メッスの産業博覧会で、受賞，その他，リヨン，モ

ンベリエ，ブリュッセルなど各地で展覧. {春の

発情期〉を展示したアントワープでは， rレアリ
スムの根底とは理想の拒絶でふあってj ， r{オルナ

ンの埋葬》はその実ロマン主義の埋葬」だった，
「レアリスムとは結局その本質において民主的
芸術」である，などと演説をみつ.年末には，カス
タニャリの肝煎りで，パリのノート)].=ダム・デ・

シャン街にアトリエを聞き，生きた雌牛をモデ

ルにして衆目を驚かす.その折に公開した「弟子

たちへの手紙」で，絵画を教育することは不可能

であり，各人は自分以外の師を持たない，等の主
張を述べたが，この宣言もカスタニヤリの代筆

かと推定される.

1862年 (43歳)

カスタニヤリを代表に，弟子たちの出費で賃借

りしていたパリのアトリエは，いたみ方が激し

いというので， 2 月早々には家主から追い立て
られ，閉鎖に追い込まれる.ファンタン=ラトウ

ール(1836-1904) などは，暇つよしの政治論議

にうつつをぬかすアトリエの雰囲気にげんなり
していたが，教授なしのアトリエという構想は

評判を取った.カスタニャリの紹介で，ウージェ

ーヌ・ベルタン(1813-1884) ，ギュスターヴ・シ

ョーデ(1817-1871) らの共和派政治家たちが，

クールベに接近する.オルナンのための彫刻を

一体鋳造. 5 月末カスタニヤリの紹介で，その故

郷サント(大西洋岸地方)の豪農エチエンヌ・ボ

ードリ (1830-1908)の邸宅に歓待され，翌年春

まで，結局 1 年弱滞在する . ここでコロー(1796
-1875) と共に風景画を制作する.

1863年 (44歳)

サントでの祝宴や大規模な近作展の聞を縫って

r70-80点」と自称する数の制作に励む.なかでも
中心となるのは，前年末から取り掛かった，サロ

ンのための作品《法話の帰り道》である(今日紛
失，本展no.64参照).泥酔した司教を描いて宗
教界の堕落を榔撤する官漬的なこの絵は，拒絶
されることを見越して出品した，挑発のための

作品とおぼしいが，サロンで拒否されたにとど

まらず，周年，画家たちの広範な要求で聞かれ，
マネの〈草上の昼食〉によって歴史に残ることと
なる「落選者展jからも拒絶された.シャンブル
ーリはこの絵の主題を道徳的逸脱と決めつけ，

絵としても手抜きだ，と手敢しくクールベに諌

言する.カスタニャリ以外にほとんど弁護する
者もないなかで，プルードンが興味を示し，初め

は小冊子のつもりで芸術論の執筆にとりカ劫込る.

結果は予定枚数の 3 倍に達する著述となり， 65

年，著者の死後『芸術の原理とその社会的使命
について』として出版されることになる.

1864年 (45歳)

1 月のカスタニヤリ宛書簡によれは現代の詩

人たちを泉のまわりに配して，詩の現状を暗示

する「まじめな批評」の作品({ヒッポクレーネの
泉})を準備していたが，事故で破損し，放棄し
た，もう別の作品を準備する暇はないから風景

画でまにあわす，云々とある.ところカ手サロンに

画家が持ち込んだのは， (嫉妬をもってプシュケ

を追うヴィーナス〉であった(今日焼失).不道徳
との理由でこれが拒絶された，という報に接し
たクールベは，それは役人の偏見だ，それでは

方々の美術館は総て閉鎖だ，と毒づく.昨年の復
讐を目指した聖職者たちが，ウジェニー皇后を

抱き込んで，美術行政職の役人たちに圧力を加

えようとする，虚々実々の裏取引があったとの

噂も流れ，画家のアトリエでの展示を見た批評

家たちの意見も，投誉褒吃相半ばした.プYトド

ンはショーデへの手紙で，こんな作品を人々が

望んでいるなどとクールベが思ったなら，それ

は世を愚弄したというほかないが，自分として

は《法話の帰り道》よりいっそうシツコクこの絵

を擁護するつもりだ，と書いている.プリユツセ
ルで展覧されるや，この作品は一躍称賛の的と

なった.

秋サランのビュションを訪ね，そのまま居座っ

て，身なりも構わず風景や肖像の制作に没頭す

る.ヴイクトル・ユーゴー(1802-1885)の肖像を

描く同意を取り付けるが，これはクールベのへ

まから実現しない.

1865年 (46歳)

1 月 20 日，ブルードン死去. íブルードンという

羅針盤を失い，人類も革命もその航路を失い， 遠

からず， 兵士と野蛮の手にかかるだろう j とショ
ーデに手紙.すべてを放榔し， í36 日」で(l853年

のP.J.プルードンの肖像H本展no.30) を仕上伐
もう l 点の風景とともにサロン出品締め切り 2
日前の 3 月 18 日に発送する.画家は自信満々だ

が，周囲の友人たちは気が気でない.サロンが蓋

をあけてみると，反応は度肉と憐1問との聞を揺
れ動色友人たちにも不評で、あった.

6 月 19 日ブルードンの遺著『芸術の原理とその
社会的使命について』が発行されるや，両親宛の

手紙に，この本に対する最大級の賛辞を綴る.妹

ジュリエットが兄の結婚を画策した様子である

が，クールべは約束をすっぽかして 9 月トルー

ヴイルに赴いたきり腰をあげない. r2000人のご

婦人の訪問を受けj ， 40枚近い絵を制作した，と

いささか誇大妄想気味の手紙を父に送って， 注
文に追われる多忙な人気者の姿を描いてみせた

のも，言い逃れの一策だ、ったかも知れない.ホイ

スラーとその愛人ジョーに会って，彼女をモデ

ルに数点描く.かつての愛人ヴイルジニー・ビネ

が死去する.

1866年 (47歳)

両親にはトルーヴイルの社交界の寵児としての

華々しい活躍ぶりを吹聴するが，プリュイアス
Pへの手紙では，もう千枚は絵を描いたというの

に，まだ世間に認められぬ，と不平をこぼす. 3 

月，進歩派の作家ジュール・ヴァレス(1832-

1885)がクーlレベ論を発表.そこにも言及のある

〈女とおうむHニューヨーク，メトロポリタン美

術館) ， {プレジール=フォンテーヌの小川にある

鹿の隠れ場)(オルセ一美術館)の 2 点れ 5 月 1

日開催のサロンに出品された. 美術総監ニュウe

ェルケルクの肝煎りもあってか，意外にも最良

の場所に展示され，批評家たちもこぞって称賛

した褒賞及び叙勲まちがいなしとの下馬評だ、

ったが，またしても意外なことに 8 月 14 日の伝

達式にはクールべの名前は出ない.事の顛末に
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ついてさまざまな噂が飛び交ったが，クールベ
の主張によれば，美術総監が今になって， {女と
おうむ〉を 1 年前に買ったことを否認したのが
紛糾の原因であり，レジオン・ドヌール勲章につ
いては，もとより独立不覇をもって人生の第一
義とする自分カミ叙勲前夜にもなってから望ん
で事を荒立てる必要があったろうか，と叙勲な
ど意に介しない意地を見せた.
夏の終わりから，ショワズール伯の好意で、 ドー
ヴイルに滞在.ブーダン，モネ(1840-1926) も招
かれる.トルコの有名な蒐集家カリ 1レ・ベイから
も注文が来る.相変わらず各地に作品を展示す
るが，とりわけ《獲物分配の合図} (1856年，ボス
トン美術館)がボストンのクラブ、に買わ札展覧
されたのに，画家は満足する.晩秋から冬をオル
ナンに過ごし，狩猟にいそしむ傍ら，翌年の万国
博覧会を目指して，夜おそくまで制作に打ち込

む.

1867年 (48歳)

「こんなに働いたことは生涯ない」とカスタニヤ
リ{こ打ち明ける状態が 4 月末まで続く . 5 月 1
日パリに発つ.サロンには出品せず， 4 月 1 日開
幕の万国博覧会にも 4 点の絵を出品するのみ
で，もっぱら，アルマ広場の仮小屋での個展に全
力を傾注する. 5 月 29 日ようやく個展開幕にこ
ぎ、つける.カタログには115点カ雫己載され，さら
に20点近くが追加される. rタプロー」としてま
とめられた18点のうちいくつかには解説が付さ
れるが，新作は〈追いつめられた峨鹿Hブサ、ンソ
ン美術館)のみ， r風景j18点も 1 点を除き旧作，
それに対して「雪景色j 7 点の内 5 点は1867年
の作， íHW)景色j23点の内20点は1865年のトル
ーヴイル滞在中の作品との注記がある . r肖像J
25点， í花の絵j4 点， í習作・スケッチj15点， r素
描j3 点， r彫刻j 2 点.重要作のうち， {オルナン
の食休み}， {画家のアトリエ) ， (麦をふるう女た
ちH水辺の雄鹿}， {法話の帰り道》などが被けて
はいたが，それでも空前の大規模な展示である.
さらにプリュイアスの援助を得て，恒久のギャ
ラリーを建造し，政府の諸展覧会に対抗しよう
という，誇大妄想気味の提案をするカえプリュイ
アスの容れるところとはならず， 11月には撤去

工事が始まる.
「世界中を鷲!等させる j とのクールベの豪語にも
かかわらず，個展は不入りで，たいして話題にも
ならない.戯画の材料を提供したのみで，興行と
しては半ば失敗に終わった.それでもクールべ
の名声は拡がり，ブリユツセルのオラン，有名な
蒐集家ローラン=リシヤールらの注文が入り，ま
た愛好家プールケの招きで，画家は 8 月をサン
トーパン=シユjレニメール(デ、イエップ近在)に過

ごす.

1868年 (49歳)

〈警戒している鹿} ， {乞食の施しHグラスゴ一美
術館)の 2 点をサロンに出品.後者は主題が陳腐
で安直，絵としても醜悪，と酷評されるが，画家
は意に介しない. 9 月，ル・アーヴルの展覧会に
この作品を含めて 8 点を出品するむね伝えるブ
リュイアス宛の手紙には，ついでオルナンに戻
り， í真情のこも った社会主義的な」絵画を制作
するつもりだとある.この年エチエンヌ・ボード
リの社会訊刺『プJレジョワの陣営』に石版画の挿
絵を施す.
秋， 80歳で死去した新古典主義の画家フランソ
ワ・ピコ (1786-1868)の後を襲うべくクールベが
アカデミーに立候補したとの風評が立つ.噂を
伝えるカスタニャリの手紙に返事したク-Jレベ
は， これを茶番と一蹴し， r既成の諸機関，諸アカ
デミー，専横的な政府は…進歩に対する直接の
足柳だ」と気炎をあげる.
メジエール(ドゥー県)の医師オルデイネール博
士に招かれ， 12月，鍛冶屋の助けを得て，一輪車
を「発明」しようとする.

1869年 (50歳)

サロンには， 1867年すでに公開したことのある
旧作〈追いつめられた雄鹿)，そして〈乾草の季節
の午睡(ドゥー県の山地)Hパリ，プチ・パレ美術
館)の 2 点を出品する.建築家イザベーの管~~
で， (追いつめられた雄鹿〉が栄誉あるく方形
ゐ鴻〉に展示されたと知らされる.この名誉にも
かかわらず，批評家の評価は二分された. 7 月パ

ク-)レベ〈レンプラントの自画像の模写>.
プザン 、

リに出て， プリユツセルとミュンへンに向けた
絵の発送に従事する.夏エトルタに滞在し，この
間，ベルギーのレオボルド二世から，博覧会参加
に対して金賞を，またバイエルンのルートヴイ
ヒ二世から聖ミヒャエル勲章を授かったと両親
に書き送る. 9 月ミュンへンを訪れ、歓待をうけ，
早業のお手並みを披露し，朝までビールの飲み
比べをして優勝したりするかたわら，� 5 点の絵
およびプランス・ハルス，ベラスケス，レンプラ
ントを模写し，裸婦をひとつ，チロル風景をひと
つ，スイスの秋山風景を 6 点J ものしたと両親に
報告.
12月親友ビユションの死をサランに看取る.

1870年 (51歳)

ヒ、ユションの死による落胆，肝臓障害も発現し
て，なかなか立ち直れない. 2 月，サロンの審査
委員に全員一致で推挙されたと知らされるが，
結局は最終選挙て十分な票を取れなかったと分
かる.サロンに出品したのは〈雷雨の海Hオルセ
一美術館)， {雷雨の後のエトルタの断崖H同)の
2 点で，どちらも前年の夏，サロンを目指して現
地で制作したものである. 4 月 29 日，妹のジュリ
エットに「絵で'52000フラン儲けた」と，成功を告
げる . デイジョンのボJレデの協力を得て，ストラ
イキを闘うル・クルゾの女工たちを支援する展
覧会を企画.4 月 27 日にはソルボンヌで，画家ル
ドンの師でもあった放浪の版画家ロドルフ・プ
レダン(1822-1885)のための「文学と芸術の夕
べJ を組織. 5 月，かつての巨匠たちの作品を蒐
めた，さる絵画コレクシヨンを一括購入するが，
それはやがて無価値な複製ばかりであることが
判明する.

クーlレベ《雷雨の海). 1869年， パリ，オルセ一美術館
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6 月，ク-Jνてが叙勲に浴するとの報が流れ~ 2~ 
日には氏名が公表されるが，その翌日，画家は皇
帝の命による栄誉を受けるのは自分の信条に反
するとして，美術総監モーリス・リシヤール宛に，
辞退する旨の公開状を送り，話題をまく.国家カ
芸術に口出しするのは公衆の趣味を侵害するを
のだとする彼の主張は，既に第二帝政の行きて
まりが明らかだ、った当時にあって，帝政反対抗
の仲間たちを喜ばせ，クールベの受勲拒否を苦
う宴会が盛大に催される.こうしたクールベσ
自己宣伝と対照をなすのは，同じく受勲を拒否

15. 

術rとは思想を開陳するための伝導の場でも演壇

でもないのに，プルードンの思想の代弁者にな

っている，などと否定的な評価を下してきた.し

かしアトリエを訪ねて以来，批評家はクールべ

の後半生最大の擁護者になってゆく.なかでも

ク-Jいへえの死後の名誉回復には決定的な働きを

見せることとなるが，画家の妹ジュリエットの

勧めで執筆したクールペ伝は，未完のまま，作者

の死で中断されることとなろう.

一方シャンブルーリも，クールベの画業を回顧

する長大な論文を公表し，大画面(グランド・マ

シーン)に発揮される天才を顕揚し，鉄道に題材

を取った，大公共装飾画に画家が着手すること

を勧め，またその画業をヴアークpナーの楽曲と

比べて，未来の指針と認めた.

パリのマルテイネ画廊，モンペリエ，ブ可シソン

などで展覧するほかは，翌年のサロンを目指し

て，オルナンで告別乍に傾注する.シャンブルーリ

宛の手紙によって，今後次々に発表されること

となる，鹿などを配した風景画の構想ゐミ大向う

の好評を博するような，文句のつけようもない

「中立地帯jC風景画，動物画)の攻略を意図した

戦術であったことが知られる.

1861年 (42歳)

サロンは5月 1日に開催.4年ぶりに復帰した

クールベの出品作5点のうちには《春の発情期

(雄鹿の闘い)}Cオルセ一美術館)， {水辺の雄鹿

(騎馬猟)}の 2大作があり，目論見どおりひろく

絶賛された.なかでも前者については，これを国

家買い上げのうえリュクサンブール美術館蔵と

する計画が，ニュヴェルケルクおよび、シュヌヴ

イエール(1820-1899)の同意の上で進行し，画

家もおおいに乗り気で、あった.同じ頃，ク-Jレべ

が叙勲されるとの噂もひろまったが，発表され

たリストにはクールべの名は見られなかった.

また，問題の作品も， 2等賞受賞者の作品であ

ることが再度喚起されたのみで，フランシス・ヴ

ェー(1812-1882)など友人の働きかけも空しく，

特別の賞を獲得するには至らなかった.この結

末で無冠の王となったクールベは，自分に対す

る仕打ちを道化芝居だと決めつけながらも，絵

がリュクサンブール入りすることにだけは希望

を託しつづけた.クールべを叙勲者から除外す

るのに直接手を下したともいわれる皇帝に対し

て，画家は後も，この「侮辱Jを忘れない.

メッスの産業博覧会でF受賞，その他，リヨン，モ

ンベリエ，プリュッセルなど各地で展覧.{春の

発情期〉を展示したアントワープでは，rレアリ

スムの根底とは理想の拒絶で、あってj，r{オルナ

ンの埋葬》はその実ロマン主義の埋葬」だった，

「レアリスムとは結局その本質において民主的

芸術Jである，などと演説をふっ.年末には，カス

タニヤリの肝煎りで，パリのノートル=ダム・デ・

シャン街にアトリエを聞き，生きた雌牛をモデ

ルにして衆目を驚かす.その折に公開した「弟子

たちへの手紙Jで，絵画を教育することは不可能

であり，各人は自分以外の師を持たない，等の主

張を述べたが，この宣言もカスタニヤリの代筆

かと推定される.

1862年 (43歳)

カスタニャリを代表に，弟子たちの出費で賃借

りしていたパリのアトリエは，いたみ方が激し

いというので， 2月早々には家主から追い立て

られ，閉鎖に追い込まれる.ファンタン=ラトウ

ール(1836-1904)などは，暇つぶしの政治論議

にうつつをぬかすアトリエの雰囲気にげんなり

していたが，教授なしのアトリエという構想は

評判を取った.カスタニャリの紹介で，ウージェ

ーヌ・ベルタン(1813-1884)，ギュスターヴ・シ

ョーデ(1817-1871)らの共和派政治家たちが，

クールべに接近する.オルナンのための彫刻を

一体鋳造.5月末カス、タニャリの紹介で，その故

郷サント(大西洋岸地方)の豪農エチエンヌ・ボ

ードリ(1830-1908)の邸宅に歓待され，翌年春

まで，結局 1年弱滞在する.ここでコロー(1796

-1875)と共に風景画を制作する.

1863年 (44歳)

サントでの祝宴や大規模な近作展の聞を縫って

r70-80点」と白羽:する数の制作に励む.なかでも

中心となるのは，前年末から取り掛かった，サロ

ンのための作品《法話の帰り道〉である(今日紛

失，本展no.64参照).泥酔した司教を描いて宗

教界の堕落を榔撤する冒漬的なこの絵は，拒絶

されることを見越して出品した，挑発のための

作品とおぼしいが，サロンで拒否されたにとど

まらず，同年，画家たちの広範な要求で聞かれ、

マネの《草上の昼食》によって歴史に残ることと

なる「落選者展」からも拒絶された.シャンブル

ーリはこの絵の主題を道徳的逸脱と決めつけ，

絵としても手抜きだ，と手厳しくクールべに諌

言する.カスタニャリ以外にほとんど弁護する

者もないなかで，プルードンが興味を示し，初め

は小冊子ηつもりで芸術論の執筆にとりカゆる.

結果は予定枚数の 3倍に達する著述となり， 65

年，著者の死後『芸術の原理とその社会的使命

について』として出版されることになる.

1864年 (45歳)

1月のカスタニャリ宛書簡によれば，現代の詩

人たちを泉のまわりに配して，詩の現状を暗示

する「まじめな批評」の作品C{ヒッポクレーネの

泉))を準備していたが，事故で破損し，放棄し

た，もう別の作品を準備する暇はないから風景

画でまにあわす，云々とある.ところカ£サロンに

画家が持ち込んだのは， {嫉妬をもってプシュケ

を追うヴィーナス》であった(今日焼失).不道徳

との理由でこれが拒絶された，という報に接し

たクールべは，それは役人の偏見だ，それでは

方々の美術館は総て閉鎖だ，と毒づく.昨年の復

讐を目指した聖職者たちが，ウジェニー皇后を

抱き込んで，美術行政職の役人たちに圧力を加

えようとする，虚々実々の裏取引があったとの

噂も流れ，画家のアトリエでの展示を見た批評

家たちの意見も，段誉褒良相半ばした.プlトド

ンはショーデヘの手紙で，こんな作品を人々が

望んでいるなどとクールべが思ったなら，それ

は世を愚弄したというほかないが，自分として

は《法話の帰り道》よりいっそうシツコクこの絵

を擁護するつもりだ，と書いている.ブリュッセ

ルで展覧されるや，この作品は一躍称賛の的と

なった.

秋サランのビュションを訪ね，そのまま居座っ

て，身なりも構わず風景や肖像の制作に没頭す

る.ヴィクトル・ユーゴー(1802-1885)の肖像を

描く同意を取り付けるが，これはクールべのへ

まから実現しない.

1865年 (46歳)

1月20日，ブルードン死去.rブルードンという

羅針盤を失い，人類も革命もその航路を失い，遠

からず，兵士と野蛮の手にかかるだろうjとショ

ーデに手紙.すべてを放捕し， r36日」で0853年

のP.J.ブルードンの肖像H本展no.30)を仕上吠

もう 1点の風景とともにサロン出品締め切り 2

日前の3月18日に発送する.画家は自信満々だ

が，周囲の友人たちは気が気でない.サロンが蓋

をあけてみると，反応は皮肉と憐潤との聞を揺

れ動色友人たちにも不評であった.

6月19日ブルードンの遺著『芸術の原理とその

社会的使命について』が発行されるや，両親宛の

手紙に，この本に対する最大級の賛辞を綴る.妹

ジュリエットが兄の結婚を画策した様子である

が，クールべは約束をすっぽかして 9月トルー

ヴイルに赴いたきり腰をあげない.r2000人のご

婦人の訪問を受けj，40枚近い絵を制作した，と

いささか誇大妄想気味の手紙を父に送って，注

文に追われる多忙な人気者の姿を描いてみせた

のも，言い逃れの一策た、ったかも知れない.ホイ

スラーとその愛人ジョーに会って，彼女をモデ

ルに数点描く.かつての愛人ヴイルジニー・ビネ

が死去する.

1866年 (47歳)

両親にはトルーヴイ 1レの社交界の寵児としての

華々しい活躍ぶりを吹聴するカミプリュイアス

'への手紙では，もう千枚は絵を描いたというの

に，まだ世間に認められぬ，と不平をこぼす.3 

月，進歩派の作家ジュール・ヴァレス(1832-

1885)がクールべ論を発表.そこにも言及のある

《女とおうむHニューヨーク，メトロポリタン美

術館)， {プレジ-Jレ=フォンテーヌの小川にある

鹿の隠れ場Hオ1レセ一美術館)の2点杭 5月 1

日開催のサロンに出品された.美術総監ニュウ守

エルケルクの肝煎りもあってか，意外にも最良

の場所に展示され，批評家たちもこぞって称賛

した.褒賞及び叙勲まちがいなしとの下馬評だ

ったが，またしても意外なことに， 8月14日の伝

達式にはクールべの名前は出ない.事の顛末に
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術とは思想を開陳するための伝導の場でも演壇

でもないのに，プルードンの思想の代弁者にな

っている，などと否定的な評価を下してきた.し

かしアトリエを訪ねて以来，批評家はクールベ

の後半生最大の擁護者になってゆく.なかでも
クールベの死後の名誉回復には決定的な働きを

見せることとなるカ℃画家の妹ジュリエットの

勧めで執筆したクールべ伝は，未完のまま，作者

の死で中断されることとなろう.

一方シャンブルーリも，クールベの画業を回顧

する長大な論文を公表し，大画面(グランド・マ
シーン)に発揮される天才を顕揚し，鉄道に題材

を取った，大公共装飾画に画家が着手すること

を勧め，またその画業をヴアーグナーの楽曲と

比べて，未来の指針と認めた.

パリのマルテイネ画廊，モンベリエ，ブサ、ンソン

などで展覧するほかは，翌年のサロンを目指し

て，オルナンで制作に傾注する.シャンフルーリ

宛の手紙によって，今後次々に発表されること
となる，鹿などを配した風景画の構想於大向う

の好評を博するような，文句のつけようもない

「中立地帯J(風景画，動物画)の攻略を意図した
戦術であったことが知られる.

1861年 (42歳)

サロンは 5 月 1 日に開催. 4 年ぶりに復帰した

クールべの出品作 5 点のうちには〈春の発情期
(雄鹿の闘い))(オルセ一美術館)， {水辺の雄鹿
(騎馬猟nの 2 大作があり，目論見どおりひろく
絶賛された.なかでも前者については，これを国
家買い上げのうえリュクサンプール美術館蔵と
する計画が，ニュヴェルケルクおよび、シュヌヴ

イエール(1820-1899)の同意の上で進行し，画
家もおおいに乗り気で、あった.同じ頃，クールべ
が叙勲されるとの噂もひろまったが.発表され
たリストにはクールべの名は見られなかった.

また，問題の作品も， 2 等賞受賞者の作品であ
ることが再度喚起されたのみで，フランシス・ヴ
ェー(1812-1882)など友人の働きかけも空しし

寺別の賞を獲得するには至らなかった.この結
択で無冠の王となったクールべは自分に対す
る仕打ちを道化芝居だと決めつけながらも，絵
戸リュクサンアール入りすることにだけは希望

を託しつづけた.クールべを叙勲者から除外す
5のに直接手を下したともいわれる皇帝に対し
C，画家は後も，この「侮辱jを忘れない.
d ッスの産業博覧会で受賞，その他，リヨン，モ

/べリ エ，プリユツセルなど各地で展覧. <春の
を情期》を展示したアントワープでは， rレアリ
にムの根底とは理想の拒絶で、あってJ ， r<オルナ
/の埋葬》はその実ロマン主義の埋葬Jだった，

レアリスムとは結局その本質において民主的
芸術」である，などと演説をふっ.年末には，カス
7ニヤリの肝煎りで，パリのノート 11--=ダム・デ・

/ヤン街にアト リエを聞き，生きた峨牛をモデ
ペこして衆目を驚かす.その折に公開した「弟子
ごちへの手紙Jで，絵画を教育することは不可能

であり，各人は自分以外の師を持たない，等の主
張を述べたが，この宣言もカスタニヤリの代筆
かと推定される.

1862年 (43歳)

カスタニヤリを代表に，弟子たちの出費で賃借

りしていたパリのアトリエは，いたみ方が激し
いというので， 2 月早々には家主から追い立て
られ，閉鎖に追い込まれる.ファンタン=ラトウ
ール(1836-1904) などは，暇つぶしの政治論議

にうつつをぬかすアトリエの雰囲気にげんなり
していたが，教授なしのアトリエという構想は
評判を取った.カスタニヤリの紹介で，ウージェ
ーヌ・ベルタン(1813-1884) ，ギュスターヴ・シ

ョーデ(1817-1871) らの共和派政治家たちが，
クールべに接近する.オルナンのための彫刻を

一体鋳造. 5 月末カスタニヤリの紹介で，その故
郷サント(大西洋岸地方)の豪農エチエンヌ・ボ
ードリ(1830-1908)の邸宅に歓待され，翌年春

まで，結局 1 年弱滞在する.ここでコロー(1796
-1875) と共に風景画を制作する.

1863年 (44歳)

サントでの祝宴や大規模な近作展の聞を縫って

r70-80点」と白羽:する数の制作に励む.なかでも
中心となるのは，前年末から取り掛かった，サロ

ンのための作品〈法話の帰り道〉である(今日紛
失，本展no.64参照).泥酔した司教を描いて宗

教界の堕落を掬í~食する冒漬的なこの絵は，拒絶
されることを見越して出品した，挑発のための

作品とおぼしいが，サロンで拒否されたにとど
まらず，周年，画家たちの広範な要求で聞か札
マネの〈草上の畳食〉によって歴史に残ることと
なる「落選者展Jからも拒絶された.シャンフル
ーリはこの絵の主題を道徳的逸脱と決めつけ，
絵としても手抜きだ，と手厳しくクールベに諌
言する.カスタニャリ以外にほとんど弁護する

者もないなかで，ブルードンカ唄味を示し，初め
は小冊子σyコもりで芸術論の執筆にとりカ吻渇.

結果は予定枚数の 3 倍に達する著述となり， 65
年，著者の死後『芸術の原理とその社会的使命

についてJとして出版されることになる.

1864年 (45歳)

1 月のカスタニヤリ宛書簡によれば，現代の詩

人たちを泉のまわりに配して，詩の現状を暗示
する「まじめな批評Jの作品({ヒッポクレーネの
泉})を準備していたが，事故で破損し，放棄し
た，もう別の作品を準備する暇はないから風景

画でまにあわす，云々とある.ところかサロンに
画家がす寺ち込んだのは， <嫉妬をもってプシュケ

を追うヴィーナス〉であった(今日焼失).不道徳
との理由でこれが拒絶された，とし追う報に接し

たクールベは，それは役人の偏見だ，それでは
方々の美術館は総て閉鎖だ，と奇ゴ<.昨年の復
讐を目指した聖職者たちカミウジェニー皇后を
抱き込んで，美術行政職の役人たちに圧力を加

えようとする，虚々実々の裏取引があったとの

噂も流れ，画家のアトリエでの展示を見た批評

家たちの意見も，投誉褒皮相半ばした.プlレード
ンはショーデヘの手紙で，こんな作品を人々が

望んでいるなどとクールべが思ったなら，それ
は世を愚弄したというほかないが，自分として

は《法話の帰り道〉よりいっそうシツコクこの絵
を擁護するつもりだ，と書いている.ブリュッセ

ルで展覧されるや，この作品は一躍称賛の的と

なった.

秋サランのビュションを訪ね，そのまま居座っ

て，身なりも構わず風景や肖像の制作に没頭す

る.ヴイクトル・ユーゴー(1802-1885)の肖像を

描く同意を取り付けるが，これはクールべのへ
まから実現しない.

工事が始まる.
「世界中を驚|号させる」とのクールミの豪語にも
かかわらず，個展は不入りで，たいして話題にも
ならない.戯画の材料を提供したのみで，興行と
しては半ば失敗に終わった.それでもクールベ
の名声は拡がり，プリユツセルのオラン，有名な
蒐集家ローラン=リシヤールらの注文が入り，ま
た愛好家プールケの招きで，画家は 8 月をサン
トーノtン=シユlレ=メール(デイエップ近在)に過

ごす.

1868年 (49歳)

《警戒している鹿)， {乞食の施しHグラスゴL一美
術館)の 2 点をサロンに出品.後者は主題が陳腐
で安直，絵としても醜悪，と酷評されるれ画家
は意に介しない. 9 月，ル・アーヴルの展覧会に
この作品を含めて 8 点を出品するむね伝えるプ
リュイアス宛の手紙には，ついで‘オルナンに戻
り， r真情のこもった社会主義的な」絵画を制作
するつもりだとある.この年エチエンヌ・ボード
リの社会訊刺『プルジョワの陣営」に石版画の挿

絵を施す.
秋， 80歳で死去した新古典主義の画家フランソ
ワ・ピコ(1786-1868)の後を襲うべくクールベが
アカデミーに立候補したとの風評が立つ.噂を
伝えるカスタニャリの手紙に返事したクールべ
は，これを茶番と一蹴し， r既成の諸機関，諸アカ

デふー，専横的な政府は…進歩に対する直接の
足柳だ」と気炎をあげる.
メジエール(ドゥー県)の医師オルデイネール博
士に招かれ， 12月，鍛冶屋の助けを得て， 一輪車
を「発明」しようとする.

1869年 (50歳)

サロンには， 1867年すでに公開したことのある

旧作〈追いつめられた雄鹿)，そして〈乾草の季節
の午睡(ドゥー県の山地)}(パリ，プチ・パレ美術
館)の 2 点を出品する.建築家イザベーの侠q
で， {追いつめられた雄鹿》が栄誉ある〈方形
ゐ前〉に展示されたと知らされる.この名誉にも
かかわらず，批評家の評価は二分された. 7 月パ

リに出て，プリユツセルとミュンへンlこ向けた
絵の発送に従事する.夏エトルタに滞在し，この
間，ベルギーのレオボルド二世から，博覧会参加
に対して金賞を，またバイエルンのルートヴイ

ヒ二世から聖ミ ヒャエル勲章を授かったと両親
に書き送る. 9 月ミュンへンを訪れ句歓待をうけ，

早業のお手並みを披露し，朝までビールの飲み
比べをして優勝したりするかたわら，r 5 点の絵
およびフランス・ハルス，ベラスケス，レンプラ
ントを模写し，裸婦をひとつ，チロル風景をひと
つ，スイスの秋山風景を 6 点」ものしたと両親に
報告.
12月親友ヒ、ユションの死をサランに看取る.

1870年 (51歳)

ビュションの死による落胆，肝臓障害も発現し
て，なかなか立ち直れない. 2 月，サロンの審査
委員に全員一致で推挙されたと知らされるが，

結局は最車お霊挙で十分な票を取れなかったと分
かる.サロンに出品したのは《雷雨の海Hオルセ
一美術館)， <雷雨の後のエトルタの断崖H同)の
2 点で，どちらも前年の夏，サロンを目指して現
地で制作したものである. 4 月 29 日，妹のジュリ
エットに「絵で52000フラン儲けたJ と，成功を告
げる.デイジョンのボルデめ協力を得て，ストラ
イキを闘うル・クルゾの女工たちを支援する展

覧会を企画. 4 月 27 日にはソルボンヌで，画家ル
ドンの師でもあった放浪の版画家ロドルブ・ブ

レダン (1822-1885)のための「文学と芸術の夕
べJを組織. 5 月，かつての巨匠たちの作品を蒐
めた，さる絵画コレクションを一括購入する杭
それはやがて無価値な複製ばかりであることが

判明する.

クールベ《雷雨の海>.1869年，パリ，オルセ一美術館
一 ψ円 て戸噌ー…四一一一……一一伊一向「

J
時
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6 月，クールペが叙勲に浴するとの報カ司東れ， 22
日には氏名が公表されるが，その翌日，画家は皇
帝の命による栄誉を受けるのは自分の信条に反
するとして，美術総監モーリス・リシヤール宛に，

辞退する旨の公開状を送り，話題をまく.国家が
芸術に口出しするのは公衆の趣味を侵害するも
のだとする彼の主張は，既に第二帝政の行きづ
まりが明らかだった当時にあって，帝政反対派
の仲間たちを喜ばせ，クールベの受勲拒否を祝
う宴会が盛大に催される.こうしたクールべの
自己宣伝と対照をなすのは，同じく受勲を拒否
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クー1レベ《プレジーlレ=フォンテーヌの小川にある鹿の隠れ
場>， 1866年，パリ.オルセ一美術館

ついてさまざまな噂が飛ぴ、交ったが，クールべ

の主張によれば，美術総監が今になって， <女と
おうむ〉を 1 年前に買ったことを否認したのが

紛糾の原因であり，レジオン・ドヌール勲章につ
いては，もとより独立不覇をもって人生の第一
義とする自分が，叙勲前夜にもなってから望ん
で事を荒立てる必要があったろうか，と叙勲な

ど意に介しない意地を見せた.

夏の終わりから，ショワズ-1レ伯の好意でドー
ヴイ jレに滞在.プーダン，モネ(1840-1926) も招
かれる.トルコの有名な蒐集家カリル・ベイから
も注文が来る.相変わらず各地に作品を展示す
るカ〈とりわけ《獲物分配の合図} (1856年，ボス
トン美術館)がボストンのクラブに買われ句展覧

されたのに，画家は満足する.晩秋から冬をオル
ナンに過ごし，狩猟にいそしむ傍ら，翌年の万国
博覧会を目指して，夜おそくまで制作に打ち込

む.

1865年 (46歳)

1 月 20 日，ブルードン死去. rブルードンという

羅針盤を失い，人類も革命もその航路を失い，遠
からず，兵士と野蛮の手にかかるだろう」とショ

ーデに手紙.すべてを放榔し， r36 日 jで0853年

のP.J.プルードンの肖像)(本展no.30) を仕上げ，
もう 1 点の風景とともにサロン出品締め切り 2

日前の 3 月 18 日に発送する.画家は自信満々だ

が，周囲の友人たちは気が気でない.サロンが蓋

をあけてみると，反応は度肉と降|問との聞を揺

れ動き，友人たちにも不評であった.

6 月 19 日ブルードンの遺著『芸術の原理とその
社会的使命について』凶ま発行されるや，両親宛の

手紙に，この本に対する最大級の賛辞を綴る.妹

ジュリエットが兄の結婚を画策した様子である
が，クールベは約束をすっぽかして 9 月トルー

ヴイルに赴いたきり腰をあげない. r2000人のご
婦人の訪問を受けJ ， 40枚近い絵を制作した，と
いささか誇大妄想気味の手紙を父に送って，注

文に追われる多忙な人気者の姿を描いてみせた

のも，言い逃れの一策だったかも知れない.ホイ
スラーとその愛人ジョーに会って，彼女をモデ

ルに数点描く.かつての愛人ヴイルジニー・ビネ

か死去する.

1867年 (48歳)

「こんなに働いたことは生涯ないj とカスタニヤ

リに打ち明ける状態が4 月末まで続く. 5 月 1

日パリに発つ.サロンには出品せず， 4 月 1 日開
幕の万国博覧会にも 4 点の絵を出品するのみ
で，もっぱら，アルマ広場の仮小屋での個展に全
力を傾注する. 5 月 29 日ようやく個展開幕にこ
ぎつける.カタログには115点カま記載され，さら

に20点近くが追加される. rタプロー」としてま
とめられた18点のうちいくつかには解説が付さ
れるが，新作は《追いつめられた雄鹿Hブ可、ンソ
ン美術館)のみ， r風景J18点も 1 点を除き旧作，
それに対して「雪景色J7 点の内 5 点は1867年

の作， r海の景色J23点の内20点は1865年のトル
ーヴイル滞在中の作品との注記がある. r肖像J
25点， r花の絵J4 点， r習作・スケッチJ15点， r素
描J3 点， r彫刻J 2 点.重要作のうち， {オルナン
の食休み} ， {画家のアトリエ}， {麦をふるう女た
ちH水辺の雄鹿} ， {法話の帰り道〉などか抜けて
はいたが，それでも空前の大規模な展示である.

さらにプリュイアスの援助を得て，恒久のギャ
ラリーを建造し，政府の諸展覧会に対抗しよう
という，誇大妄想気味の提案をするが，プリュイ
アスの容れるところとはならず， 11月には撤去

1866年 (47歳)

両親にはトルーヴイルの社交界の寵児としての
華々しい活躍ぶりを吹聴するが，ブリュイアス
への手紙では，もう千枚は絵を描いたというの
に，まだ世間に認められぬ，と不平をこぼす. 3 

月，進歩派の作家ジュール・ヴァレス(1832-

1885)がク-1レミ論を発表.そこにも言及のある

〈女とおうむHニューヨーク，メトロポリタン美
術館)， <プレジ-lv=フォンテーヌの小川にある
鹿の隠れ場}(オルセ一美術館)の 2 点杭 5 月 1

日開催のサロンに出品された.美術総監ニュウe

エルケルクの肝煎りもあってか，意外にも最良

の場所に展示され，批評家たちもこぞ、って称賛

した.褒賞及び淑勲まちがいなしとの下馬評だ

ったが，またしても意外なことに 8 月 14 日の伝

達式にはクールべの名前は出ない.事の顛末に
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ついてさまざまな噂が飛び、交ったが，クールべ

の主張によれば，美術総監が今になって， {女と

おうむ》を1年前に買ったことを否認したのが

紛糾の原因であり，レジオン・ドヌール勲章につ

いては，もとより独立不覇をもって人生の第一

義とする自分カミ叙勲前夜にもなってから望ん

で事を荒立てる必要があったろうか，と叙勲な

ど意に介しない意地を見せた.

夏の終わりから，ショワズール伯の好意でドー

ヴイルに滞在.ブーダン，モネ(1840-1926)も招

かれる.トルコの有名な蒐集家カリル・べイから

も注文が来る.相変わらず各地に作品を展示す

るが，とりわけ〈獲物分配の合図H1856年，ボス

トン美術館)がボストンのクラブに買われ，展覧

されたのに，画家は満足する.晩秋から冬をオル

ナンに過ごし，狩猟にいそしむ傍ら，翌年の万国

博覧会を目指して，夜おそくまで制作に打ち込

む.

1867年 (48歳)

「こんなに働いたことは生涯ないJとカスタニヤ

リに打ち明ける状態が4月末まで続く.5月 1

日パリに発つ.サロンには出品せず， 4月 1日開

幕の万国博覧会にも 4点の絵を出品するのみ

で，もっぱら，アルマ広場の仮小屋で州国展に全

力を傾注する.5月29日ようやく個展開幕にこ

ぎつける.カタログには115点カま記載され，さら

に20点近くが追加される.rタプロー」としてま

とめられた18点のうちいくつかには解説が付さ

れるカ℃新作は《追いつめられた雌鹿Hプサ、ンソ

ン美術館)のみ， r風景J18点も 1点を除き旧作，

それに対して「雪景色J7点の内 5点は1867年

の作， r海の景色J23点の内20点は1865年のトル

ーヴイル滞在中の作品との注記がある.r肖像J
25点， r花の絵J4点， r習作・スケッチJ15点， r素
描J3点， r彫刻J2点.重要作のうち， {オルナン

の食休み}，{画家のアトリエ}，{麦をふるう女た

ちH水辺の雄鹿}，{法話の帰り道〉など子抜けて

はいたが，それでも空前の大規模な展示である.

さらにプリュイアスの援助を得て，恒久のギャ

ラリーを建造し，政府の諸展覧会に対抗しよう

という，誇大妄想気味の提案をする杭プリュイ

アスの容れるところとはならず， 11月には撤去

工事が始まる.

「世界中を驚|等させる」とのクールベの豪語にも

かかわらず，個展は不入りで，たいして話題にも

ならない.戯画の材料を提供したのみで，興行と

しては半ば失敗に終わった.それでもクールベ

の名声は拡がり，ブリユツセルのオラン，有名な

蒐集家ローラン=リシヤールらの注文が入り，ま

た愛好家プールケの招きで，画家は 8月をサン

トーノてン=シュル=メール(デイエップ近在)に過

ごす.

1868年 (49歳)

〈警戒している鹿)，{乞食の施しHグラスゴー美

術館)の2点をサロンに出品.後者は主題が陳腐

で安直，絵としても醜悪，と酷評される杭画家

は意に介しない.9月，Jレ・アーヴルの展覧会に

この作品を含めて 8点を出品するむね伝えるプ

リュイアス宛の手紙には，ついでオルナンに戻

り， r真情のこもった社会主義的な」絵画を制作

するつもりだとある.この年エチエンヌ・ボード

リの社会菰刺『プルジョワの陣営』に石版画の挿

絵を施す.

秋， 80歳で死去した新古典主義の画家フランソ

ワ・ピコ(1786-1868)の後を襲うべ〈ク-Jνてが

アカデミーに立候補したとの風評が立つ.噂を

伝えるカスタニャリの手紙に返事したクールべ

は，これを茶番と一蹴し， r既成の諸機関，諸アカ

デふ一，専横的な政府は…進歩に対する直接の

足伽だJと気炎をあげる.

メジエール(ドゥー県)の医師オルデイネール博

士に招かれ， 12月，鍛冶屋の助けを得て，一輪車

を「発明」しようとする.

1869年 (50歳)

サロンには， 1867年すでに公開したことのある

旧作《追いつめられた雄鹿)，そして〈乾草の季節

の午睡(ドウー県の山地n(パリ，プチ・ノTレ美術

館)の 2点、を出品する.建築家イザベーの便り

で， {追いつめられた雄鹿》が栄誉あるく方形

の間〉に展示されたと知らされる.この名誉にも

かカわらず，批評家の評価は二分された.7月パ

リに出て，ブリュッセルとミュンへンlこ向けた

絵の発送に従事する.夏エトルタに滞在し，この

間，ベルギーのレオボルド二世から，博覧会参加

に対して金賞を，またバイエルンのルートヴイ

ヒ二世から聖ミヒャエル勲章を授かったと両親

に書き送る.9月ミュンへンを訪れ今歓待をうけ，

早業のお手並みを披露し，朝までビールの飲み

比べをして優勝したりするかたわら， r 5点の絵

およびフランス・ハルス，べラスケス，レンプラ

ントを模写し，裸婦をひとつ，チロル風景をひと

つ，スイスの秋山風景を 6点」ものしたと両親に

報告.

12月親友ヒ、ュションの死をサランに看取る.

1870年 (51歳)

ビュションの死による落胆，肝臓障害も発現し

て，なかなか立ち直れない.2月，サロンの審査

委員に全員一致で推挙されたと知らされるが，

結局は最終選挙で十分な票を取れなかったと分

かる.サロンに出品したのは《言雨の海Hオルセ

一美術館)， {雷雨の後のエトルタの断崖H同)の

2点で，どちらも前年の夏，サロンを目指して現

地で桔U作したものである.4月29日，妹のジュリ

エットに「絵で52000フラン儲けた」と，成功を告

げる.デイジョンのボルデの協力を得て，ストラ

イキを闘うル・クルゾの女工たちを支援する展

覧会を企画.4月27日にはソルボンヌで，画家ル

ドンの師でもあった放浪の版画家ロドルフ・プ

レダン(1822-1885)のための「文学と芸術の夕

べ」を組織.5月，かつての巨匠たちの作品を蒐

めた，さる絵画コレクションを一括購入するカミ

それはやがて無価値な複製ばかりであることが

判明する.

クールベ〈雷雨の海)，1869年.パリ，オルセ一美術館

6月，ク-Jレベが叙勲に浴するとの報カ寺東れ， 22

日には氏名が公表されるれその翌日，画家は皇

帝の命による栄誉を受けるのは自分の信条に反

するとして，美術総監モーリス・リシヤール宛に，

辞退する旨の公開状を送り，話題をまく.国家が

芸術に口出しするのは公衆の趣味を侵害するも

のだとする彼の主張は，既に第二帝政の行きづ

まりが明らかだ、った当時にあって，帝政反対派

の仲間たちを喜ばせ，クールべの受勲拒否を祝

う宴会が盛大に催される.こうしたクールべの

自己宣伝と対照をなすのは，同じく受勲を拒否
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しながら沈黙を守ったドーミエの場合である.

7 月，普仏戦争が勃発.スダンの敗戦による帝政
崩壊後，共和国臨時政府下の 9 月 6 日，美術委

員会の議長に選出されたクールベは，美術品保

護の仕事にあたる.18 日の速記録によれはヴア
ンドーム広場の円柱は好戦的で侵略を賛美する

主題を表し，諸国民友愛の思想に反するものだ、

として，これを分解し，造幣局に保管することを

国防臨時政府に提案した.総会はプロシア進軍
下の情況に鑑ぷ，目下この提案を考慮に入れる
余地はないと判断した.11月 5 日，国防政府あて

の手紙で，円柱を「壊すJのではなく，個々の浮き
彫りを歴史博物館に展示するのだという趣旨を

確認する.

1871年 (52歳)

2 月，国会議員に立候補して落選. 3 月 26 日の

パリ市会議員選挙で再び落選.クールベか議長

として，美術館，美術展の再開と美術教育の再

組織を検討してきた美術委員会は，芸術家連盟

に改組され今 47人からなるその運営委員会は， 4 

月 17 日，クールべを議長に選出した.それに先立

つ16 日，形だけの予備選挙で 6 区の市議会議員

に当選，美術代表に任命される.これによってク

ールべはコミューンに直接参加することとなる.

一方，ヴアンドーム広場の円柱を「取り壊す」法
令は， すでに 4 月 12 日に決議されていた.のちに

軍法会議の前で画家は否定するものの，速記録
によれば，ク-)νては27 日に，この法令の執行を

要請している.公安委員会の成立後， 5 月 11 日，

コミューンの主流と意見の対立をみて，総会を

辞任したといわれるが，そういう事実はない. 5 

月 16 日の円柱引き倒しに立ち会った写真があ

る. 5 月 21 日ウ守エルサイユ軍がパリに入り，市街

戦が始まるが，クールべは芸術家連盟議長およ

びコミューン美術代表として，テュイルリ一宮
が炎上した 5 月 24 日までルーヴルにとどまり，

執務を続ける. 5 月 28 日パリ制圧が完了し，クー

クールベ《サント=ベラ ジー監獄での 自画{鉛， 1872年頃，オ
ルナン. クールベ美術館
r 

ルベの死の噂はオルナンにも届く. 6 月 3 日心

労も加わって母が死去.潜伏中のクールベは 7
日に発見，逮捕され， 14日ヴェルサイコの軍法会

議に出廷した. 7 月 4 日マザス監獄に収監. 9 

月 2 日の判決により，七つの罪状のうち，結局，

友人たちの弁護もあって，円柱破壊の罪のみを

問われ，禁固 6 カ月，罰金500フランを言い渡さ
れる.画家は控訴せず， 9 月 3 日には，父宛に，お
そらく恩赦を受けるだろうと書 く. 9 月 22 日サ

ント=ベラジー監獄に移送.11月 2 日にはパレッ

トを与えられ，絵を描き始める.12月 30 日容態悪
化のため，ヌイイのデ、ユヴアル博士の療養所に

移される.

1872年 (53歳)

1 月末，痔の手術を受ける. 3 月 2 日入院のま

ま刑期満了.同月デュラン=リュエル画廊で絵の
売り立て. 4 月には恒久展示会をパリで企画し
ようとするカミ警察の許可カf下りず中止.サロン
には1869年にミュンへンで制作した《裸婦〉のほ

か静物を 1 点発送する杭メソニエ(1815-1891)

を中心とする審査委員の圧倒的な敵対にさらさ

れて落選する. 5 月オルナンに戻る.パりでは，
ソーモン通りやヴイユー・コロンビエ街の，戦争

中留守にした住居の財産や利権をめぐって訴訟

が蒋ち上がり，妹ゾコLが取り仕切る.オルナンの

家もプロシア軍の略奪にあっていた.デイエツ
プに居た息子デジレが 7 月 6 日に亡くなる.

1873年 (54歳)

冬の閉じゅう体調芳しくなく，リューマチや肝

臓肥大に悩まされ，制作ははかどらない. 1 月，

ウィーンの万国博覧会に出品する意向を示す

カミ公式の参加にすると，絵がフランス官憲の手

で差し押さえられる恐れがあった.クールべの
自由には行かぬ情況を見てとったカス、タニャリ

は，ウィーンのどこかのクラブに出品する名目

で，この際に可能な限りの作品を国外に持ち出

すようすすめる.
テイエーlレ(1797-1877)か権力の座を失い，王制

復古の試みが挫折して元帥マクマオン(1808-

1898)が大統領に就任するや，クールべの身辺は

にわかにあわただしくなる. 5 月 30 日ボナバル

ト派が大半を占める国会でヴアンドームの円柱

再建案が採択されたため， 6 月にはセーヌ県知
事の請願により，また 7 月にはドゥー県知事の

請願により，賠償金の名目でクールべの財産差

し押さえが執行された.クールベはすでに家族

や友人を頼って作品の隠、匿に取りかかっていた

杭ここに及んで身柄を拘束される危険を感じ，

スイスに亡命する決心を固める. 7 月 22 日オル
ナンを後にした画家は，ラ・トウールード=ベルス
に落ち着いて，医師オルデイネールに再会する

が，財産の問題で抹ゾエと対立関係にあること

を知らされる.土地の白ワインに溺れる生活と

なるが，それでも訪ねてきた父の肖像を 2 回の

ポーズで仕上げる力量を見せたという.

1874年 (55歳)

酒ぴたりの生活のなか，クールべの偽作が出回
り，クールベとパスカル・ピアは，ジュネーヴの

ピアの画廊と，同地の贋作屋とは無関係である

むね「フランス共和国』紙に弁明文を寄せる.パ
リではあしゅ込わらず，カスタニャリがクールべ

の利益の弁護に努める. 6 月 24 日付け『タイム

ズ』紙上で，英国亡命中のフエリックス・ピア
(1810-1889)が円柱取り壊し決議の責任表明を

したにもかかわらず， 6 月 26 日セーヌ県民事裁

判所は，円柱「取り壊しの原因jたるクールてに

「権力の濫用J を認め， r国家の定める」再建必要
額全額を払うよう判決を下す.憤慨した画家は
控訴する.シルヴェストルによれば，このころの

クールべは飲みすぎで，病的肥満，頭脳にも損傷

をきたし始めていたという.フランスの警察の

監視はスイスに及び， 9 月 25 日の報告には，パ

リ・コミューンに賛意を表して流刑に処されて

いたニュー・カレドニアから脱走して，スイスに

亡命したばかりの政治家アンリ・ロシュフォー
ル(1831-1913)の肖像をクールベカ守齢、たこと

が記録されている.

1875年 (56歳)

2 月スイス共和国の寓意彫刻を鋳造し， 3 月

ラ・トウーlレ=ド=ベルスの典司から感謝状を受

ける. 5 月 29 日 ， 妹ゼリー傍Eを知り， r人に仕え

人を喜ばすことしか人生に喜びとてなかったJ

妹への哀悼の手紙をジユリエットに送る. 8 月

15 日より自作を含め総計150点におよぶ「古今の

巨匠」の展覧会をボン・ポールの居所で聞く.ボ

ードリらの努力も空しし 8 月 6 日控訴院は74
年の判決を追認し， 11月 19 日の代訴人からの手

紙には，賠償金額が40万から50万フランに達す
るだろうとある.

1876年 (57歳)

3 月，カスタニャリの反対にもかかわらず，画家

は不正義の償いを求める手紙を千部以上印刷
きせ，ユゴー，ラスパイユ(1794-1878)，グレヴ

イー(1807-1891) らの有力共和主義者に発送す

る.カスタニャリたちによれば，パリは無理でも，

フランスに住むのは可能だろう，うんぬんとい

う手紙を12月 24 日父とジュリエットへ発送.

1877年 (58歳)

父からフランスに戻るよう説得されるが， 1 月

7 日，危険が多すぎる，と答える.友たちとフラ
ンス側に国境を越える侵入をやった翌日，フラ
ンス憲兵隊がスイス側に出頭してク-)レべ拘禁

命令書を示すという事態が発生したばかりであ
った. 5 月 24 日最終判決が下り，賠償額は32万

3091フラン68サンティーム，毎年千フランずつ

分納を宣告きれる.カスタニャリの助言で，帰国
は見合わせるが，翌年のパリ万国博覧会への参

加は，問題なく認められた様子である.
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10月 8 日，水腫悪化のため，ショー=ド=フォンの
病院に入院.11月 26 日，パリのオテル・ドルオー
で、クールベの作品と財産が競売にかけられる.
翌年 1 月 1 日に賠償額の第 1 回目を払うつも
りであった画家には，もとより不本意な売り立
てで，出来高も僅か 1 万フランで、あった.安〈買
い叩かれたと聞いた画家の心痛は大きかった.
12月 31 日 6 時半にラ・トウール=ド=ベルスにて

死去.享年58歳.

1878年

1 月 3 日ラ・トウール=ド=ペルスの墓地に埋葬.
万国博覧会に何点か展示されたのとならんで，
デ、ユラン=リユエル画廊で， 30点にのぼる作品が

展覧される.

1880年

79年共和国大統領となった，同郷人ジュール・グ
レヴイーの下で，コミューンの特有効正実現する.

1881年

家族の寄贈により， {オルナンにおけるある埋葬
の歴史画〉がルーヴルに入る.国家とパリ市が年
間購入額のほとんど全額に相当する15万フラン
で 5 点の作品をプチ・パレ美術館のために購入.

1882年

パリの美術学校で回顧展.カスタニャリがカタ
ログを執筆.

1883年

カスタニャリ『ギュスターヴ・クールベとヴアン
ドームの円柱，亡き友のための弁明』を公flj.

1906年

ジョルジュ・リアの労作『画家ギユスターヴ・ク
ールベ』が，著者の死後に刊行される.

1911-12年

カスタニャリの遺稿の一部が「クールべについ
ての本の断片」として， rガゼツト・デ・ポザール』
誌に掲載される.

1919年

第一次世界大戦のためか，生誕百年は，フランス
の公式国家行事としては祝われない.ニューヨ
ークのメトロポリタン美術館が大回顧展を開催.
ノTリのベルネーム・ジュヌ画廊で、回顧展.あわせ
てテオドール・デユレ著『クールベ』が刊行され
る.
遺体がオルナンに移される.

(いながしげみ・東京大学助手)

(本稿はノ '\1)て、 1977年に開催された『クールべJ展覧会カタ
ログ所載マリー=テレーズ・ド・フオlレジュによる略伝に負うとこ
ろが多いJ
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しながら沈黙を守ったドーミエの場合である.

7月，普仏戦争が勃発.スダンの敗戦による帝政

崩壊後，共和国臨時政府下の9月6日，美術委

員会の議長に選出されたクールべは，美術品保

護の仕事にあたる.18日の速記録によれはヴア

ンドーム広場の円柱は好戦的で侵略を賛美する

主題を表し，諸国民友愛の思想に反するものだ

として，これをノ対事し，造幣局に保管することを

国防臨時政府に提案した.総会はプロシア進軍

下の情況に鑑ぷ，目下この提案を考慮に入れる

余地はないと判断した.11月5日，国防政府あて

の手紙で，円柱を「壊すjのではなし個々の浮き

彫りを歴史博物館に展示するのだという趣旨を

確認する.

1871年 (52歳)

2月，国会議員に立候補して落選.3月26日の

パリ市会議員選挙で再び落選.クールベが議長

として，美術館，美術展の再開と美術教育の再

組織を検討してきた美術委員会は，芸術家連盟

に改組され， 47人からなるその運営委員会は， 4

月17日，クールべを議長に選出した.それに先立

つ16日，形だけの予備選挙で6区の市議会議員

に当選，美術代表に任命される.これによってク

ールべはコミューンに直接参加することとなる.

一方，ヴアンドーム広場の円柱を「取り壊す」法

令は，すでに 4月12日に決議されていた.のちに

軍法会議の前で画家は否定するものの，速記録

によれば，クールべは27日に，この法令の執行を

要請している.公安委員会の成立後， 5月11日，

コミューンの主流と意見の対立をみて，総会を

辞任したといわれるが，そういう事実はない.5 

月16日の円柱引き倒しに立ち会った写真があ

る.5月21日ヴェルサイユ軍カ宅パリに入り，市街

戦か強まるが，クールべは芸術家連盟議長およ

びコミューン美術代表として，テュイルリ一宮

が炎上した 5月24日までルーヴルにとどまり，

執務を続ける.5月28日パリ制圧カ涜了し，クー

クールべ〈サント=ベラ ジー監獄での自画像)，1872年頃，オ
ルナン，クールべ美術館
r- 申 【 r"--n n伊 1:-0、

ルベの死の噂はオルナンにも届く.6月3日心

労も加わって母カヲE去.潜伏中のクールべは7

日に発見，逮捕され， 14日ウ。エルサイコの軍法会

議に出廷した.7月4日マザス監獄に収監.9

月2日の判決により，七つの罪状のうち，結局，

友人たちの弁護もあって，円柱破壊の罪のみを

関われ，禁固 6カ月，罰金500フランを言い渡さ

れる.画家は控訴せず， 9月3日には，父宛に，お

そらく恩赦を受けるだろうと書<.9月22日サ

ント=ベラジー監獄に移送.11月2日にはパレッ

トを与えられ句絵を描き始める.12月30日容態悪

化のため，ヌイイのテ、ユヴアル博士の療養所に

移される.

1872年 (53歳)

1月末，痔の手術を受ける.3月2日入院のま

ま刑期満了.同月デュラン=リュエル画廊で絵の

売り立て.4月には恒久展示会をパリで企画し

ようとするカミ警察の許可が下りず中止.サロン

には1869年にミュンへンで制作した《裸婦〉のほ

か静物を 1点発送する杭メソニエ(1815-1891)

を中心とする審査委員の圧倒的な敵対にさらさ

れて落選する.5月オルナンに戻る.パりでは，

ソーモン通りやヴイユー・コロンビエ街の，戦争

中留守にした住居の財産や利権をめぐって訴訟

が持ち上がり，妹ゾエが取り仕切る.オルナンの

家もプロシア軍の略奪にあっていた.デイ エツ

プに居た息子デジレが7月6日に亡くなる.

1873年 (54歳)

冬の閉じゅう体調芳しくなく，リューマチや肝

臓肥大に悩ま され，制作ははかどらない.1月，

ウィーンの万国博覧会に出品する意向を示す

が，公式の参加にすると，絵がフランス官憲の手

で差し押さえられる恐れがあった.クールベの

自由には行かぬ情況を見てとったカスタニャリ

は，ウィーンのどこかのクラブ、に出品する名目

で，この際に可能な限りの作品を国外に持ち出

すようすすめる.

ティエール(1797-1877)カ守雀力の座を失い，王制

復古の試みが挫折して元帥マクマオン(1808-

1898)が大統領に就任するや，クールベの身辺は

にわかにあわただしくなる.5月30日ボナバル

ト派が大半を占める国会でヴアンドームの円柱

再建案が採択されたため， 6月にはセーヌ県知

事の請願により，また 7月にはドゥー県知事の

請願により，賠償金の名目でクールべの財産差

し押さえが執行された.クールベはすでに家族

や友人を頼って作品の隠匿に取りかかっていた

カえここに及んで身柄を拘束される危険を感じ，

スイスに亡命する決心を固める.7月22日オル

ナンを後にした画家は，ラ・トウール=ド=ベルス

に落ち着いて，医師オルディネールに再会する

が，財産の問題で抹ゾエと対立関係にあること

を知らされる.土地の白ワインに溺れる生活と

なるが，それでも訪ねてきた父の肖像を 2回の

ポーズで仕上げる力量を見せたという.

1874年 (55歳)

酒ぴたりの生活のなか，クールべの偽作が出回

り，クールべとパスカル・ピアは，ジュネーウ守の

ピアの画廊と，同地の贋作屋とは無関係である

むね『フランス共和国」紙に弁明文を寄せる.パ

リではあいかわらず，カスタニャリがクールべ

の利益の弁護に努める.6月24日付け『タイム

ズ』紙上で，英国亡命中のフエリックス・ピア

(1810-1889)が円柱取り壊し決議の責任表明を

したにもかかわらず， 6月26日セーヌ県民事裁

判所は，円柱「取り壊しの原因Jたるクールベに，

「権力の濫用」を認め， I国家の定める」再建必要

額全額を払うよう判決を下す.憤慨した画家は

控訴する.シルヴェストルによれば，このころの

ク-Jいぺは飲みすぎで，病的肥満，頭脳にも損傷

をきたし始めていたという.フランスの警察の

監視はスイスに及び， 9月25日の報告には，パ

リ・コミューンに賛意を表して流刑に処されて

いたニュー・カレドニアから脱走して，スイスに

亡命したばかりの政治家アンリ・ロシュフォー

ル(1831-1913)の肖像をクールべが描いたこと

が記録されている.

1875年 (56歳)

2月スイス共和国の寓意彫刻を鋳造し， 3月

ラ・トウール=ド=ベルスの典司から感謝状を受

ける.5月29日，妹ゼリーの死を知り， I人に仕え

人を喜ばすことしか人生に喜びとてなかったJ
妹への哀悼の手紙をジュリエットに送る.8月

15日より自作を含め総計150点におよぶ「古今の

巨匠Jの展覧会をボン・ポールの居所で聞く .ボ

ードリらの努力も空しく， 8月6日控訴院は74

年の判決を追認し， 11月19日の代訴人からの手

紙には，賠償金額が40万から50万フランに達す

るだろうとある.

1876年 (57歳)

3月，カスタニャリの反対にもかかわらず，画家

は不正義の償いを求める手紙を千部以上印刷

させ，ユゴー，ラスパイユ(1794-1878)，グレヴ

イー(1807-1891)らの有力共和主義者に発送す

る.カスタニャリたちによれはパリは無理でも，

フランスに住むのは可能だろう，うんぬんとい

う手紙を12月24日父とジュリエットへ発送.

1877年 (58歳)

父からフランスに戻るよう説得されるが"，1月

7日，危険が多すぎる，と答える.友たちとフラ

ンス側に国境を越える侵入をやった翌日，フラ

ンス憲兵隊がスイス側に出頭してクールべ拘禁

命令書を示すという事態が発生したばかりであ

った.5月24日最終判決が下り，賠償額は32万

3091フラン68サンティーム，毎年千フランずつ

分納を宣告される.カスタニャリの助言で，帰国

は見合わせる杭翌年のパリ万国博覧会への参

加は，問題なく認められた様子である.
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しながら沈黙を守ったドーミエの場合である.
7 月，普仏戦争が勃発.スダンの敗戦による帝政

崩壊後，共和国臨時政府下の 9 月 6 日，美術委
員会の議長に選出されたクールベは，美術品保
護の仕事にあたる.18日の速記録によれはウ寺ア
ンドーム広場の円柱は好戦的で侵略を賛美する

主題を表し，諸国民友愛の，思想に反するものだ
として，これを分解し，造幣局に保管することを

葺防臨時政府に提案した.総会はプロシア進軍
下の情況に鑑ぷ，目下この提案を考慮に入れる
余地はないと判断した.11月 5 日，国防政府あて
乃手紙で，円住を「壊す」のではなし個々の浮き
彰りを歴史博物館に展示するのだという趣旨を
確認する.

l871年 (52歳)

2 月，国会議員に立候補して落選. 3 月 26 日の

寸リ市会議員選挙で再び落選.クールベが議長
として，美術館，美術展の再開と美術教育の再

坦織を検討してきた美術委員会は，芸術家連盟
こ改組され、 47人からなるその運営委員会は. 4 

ヲ 17 日，クールべを議長に選出した.それに先立
つ16 日，形だけの予備選挙で 6 区の市議会議員

こ当選，美術代表に任命される.これによってク

ールべはコミューンに直接参加することとなる.

一方，ヴアンドーム広場の円柱を「取り壊すJ法
ffは，すでに 4 月 12 日に決議されていた.のちに
事法会議の前で画家は否定するものの，速記録
こよれば，クールベは27 日に，この法令の執行を

要請している.公安委員会の成立後. 5 月 11 日，
コミューンの主流と意見の対立をみて，総会を

辛任したといわれるが，そういう事実はない. 5 

i16 日の円柱引き倒しに立ち会った写真があ
5. 5 月 21 日ヴタェルサイユ軍カ宅パリに入り，市街

境が始まるカミクールベは芸術家連盟議長およ
〆コミューン美術代表として，テュイルリ一宮
I~炎上した 5 月 24 日までルーヴルにとどまり，

九務を続ける. 5 月 28 日パリ制圧か完了し，クー

7ールベ《サント =ベラジー監獄での自画像)， 1872年頃.オ
ノナン，クールベ美術館

ルベの死の噂はオルナンにも届く .6 月 3 日心

労も加わって母カヲE去.潜伏中のクールべは 7
日に発見逮捕され句 14 日ヴェルサイコの軍法会

議に出廷した. 7 月 4 日マザス監獄に収監. 9 

月 2 日の判決により，七つの罪状のうち，結局，
友人たちの弁護もあって，円柱破壊の罪のみを
問われ，禁固 6 カ月，罰金500フランを言い渡さ
れる.画家は控訴せず. 9 月 3 日には，父宛に，お

そらく恩赦を受けるだろうと書く. 9 月 22 日サ

ント=ベラジー監獄に移送.11月 2 日にはパレッ

トを与えられ，絵を描き始める.12月 30 日容態悪
化のため，ヌイイのテ、ユヴァル博士の療養所に
移される.

1872年 (53歳)

1 月末，痔の手術を受ける . 3 月 2 日入院のま

ま刑期満了.同月テ、ユラン=リュエル画廊で、絵の

売り立て. 4 月には恒久展示会をパリで企画し
ようとするカミ警察の許可カf下りず中止.サロン
には1869年にミュンへンで制作した《裸婦〉のほ

か静物を 1 点発送するれメソニエ(1815-1891)
を中心とする審査委員の圧倒的な敵対にさらさ

れて落選する. 5 月オルナンに戻る.パリでは，
ソーモン通りやヴイユー・コロンビエ街の，戦争

中留守にした住居の財産や利権をめぐって訴訟
が持ち上がり，妹ゾエカ宅取り仕切る.オルナンの
家もプロシア軍の略奪にあっていた.デイエツ
プに居た息子デジレが7 月 6 日に亡くなる.

1873年 (54歳)

冬の閉じゅう体調芳しくなしリューマチや肝
臓肥大に悩まされ，制作ははかどらない. 1 月，
ウィーンの万国博覧会に出品する意向を示す
カミ公式の参加にすると，絵がフランス官憲の手
で差し押さえられる恐れがあった.クールべの
自由には行かぬ情況を見てとったカスタニャリ
は，ウィーンのどこかのクラブに出品する名目
で，この際に可能な限りの作品を国外に持ち出
すようすすめる.

ティエール(1797-1877)カ苛雀力の座を失い，王制

復古の試みが挫折して元帥マクマオン(1808-
1898)が大統領に就任するや，クールべの身辺は
にわかにあわただしくなる. 5 月 30 日ボナパル
ト派が大半を占める国会で、ヴアンドームの円柱

再建案が採択きれたため， 6 月にはセーヌ県知
事の請願により，また 7 月にはドゥー県知事の
請願により，賠償金の名目でクールベの財産差

し押さえが執行された.クールべはすでに家族
や友人を頼って作品の隠、匿に取りかかっていた
杭ここに及んで身柄を拘束される危険を感じ，

スイスに亡命する決心を固める.7 月 22 日オル
ナンを後にした画家は，ラ・トウール=ド=ベルス
に落ち着いて，医師オルデイネールに再会する
が，財産の問題で妹ソゃエと対立関係にあること

を知らきれる.土地の白ワインに溺れる生活と

なるが，それでも訪ねてきた父の肖像を 2 回の
ポーズで仕上げる力量を見せたという.

1874年 (55歳)

酒ぴたりの生活のなか，クールべの偽作が出回
り，クールべとパスカル・ピアは，ジュネーウ守の
ピアの画廊と，同地の贋作屋とは無関係である

むね『フランス共和国」紙に弁明文を寄せる.パ
リではあしゅミわらず，カスタニヤリがクールベ

の利益の弁護に努める. 6 月 24 日付け『タイム
ズ』紙上で，英国亡命中のフエリックス・ピア
(1810-1889 )が円柱取り壊し決議の責任表明を

したにもかかわらず， 6 月 26 日セーヌ県民事裁

判所は，円柱「取り壊しの原因」たるクールべに，
「権力の濫用」を認め， r国家の定めるJ再建必要
額全額を払うよう判決を下す.憤慨した画家は
控訴する.シルヴェストルによれはこのころの
クーlレベは飲みすぎで，病的肥満，頭脳にも損傷

をきたし始めていたという.フランスの警察の

監視はスイスに及び. 9 月 25 日の報告には，パ
リ・コミューンに賛意を表して流刑に処されて

いたニュー・カレドニアから脱走して，スイスに

亡命したばかりの政治家アンリ・ロシュフォー
ル(183ト1913)の肖像をクールベが描いたこと

が記録されている.

1875年 (56歳)

2 月スイス共和国の寓意彫刻を鋳造し. 3 月

ラ・トウーlレ=ド=ベルスの典司から感謝状を受

ける. 5 月 29 日，妹ゼリーゆEを知り. r人に仕え
人を喜ばすことしか人生に喜び.とてなかった」

妹への哀悼の手紙をジュリエットに送る.8 月

15 日より自作を含め総計150点におよぶ「古今の
巨匠Jの展覧会をボン・ポールの居所でト聞く.ボ

ードリらの努力も空しし 8 月 6 日控訴院は74
年の判決を追認し， 11月 19 日の代訴人からの手
紙には，賠償金額が40万から50万フランに達す

るだろうとある.

1876年 (57歳)

3 月，カスタニヤリの反対にもかかわらず，画家

は不正義の償いを求める手紙を千部以上印刷
させ，ユゴー，ラスパイユ(1794-1878)，グレヴ

イー(1807-1891) らの有力共和主義者に発送す

る.カスタニヤリたちによれはパリは無理でも，

フランスに住むのは可能だろう，うんぬんとい

う手紙を 12月 24 日父とジュリエットへ発送.

1877年 (58歳)

父からフランスに戻るよう説得されるが. 1 月

7 日，危険が多すぎる，と答える.友たちとフラ
ンス側に国境を越える侵入をやった翌日，フラ

ンス憲兵隊がスイス側に出頭してク-Jレべ拘禁
命令書を示すという事態が発生したばかりであ
った. 5 月 24 日最終判決が下り，賠償額は32万

3091フラン68サンティーム，毎年千フランずつ

分納を宣告される.カスタニャリの助言で，帰国
は見合わせるが，翌年のパリ万国博覧会への参
加は，問題なく認められた様子である.
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10月 8 B. 水腫悪化のため，ショー=ド=フォンの

病院に入院.11月 26 日，パリのオテル・ドルオー

でクールベの作品と財産が競売にかけられる.

翌年 1 月 1 日に賠償額の第 1 回目を払うつも
りで、あった画家には，もとより不本意な売り立
てで，出来高も僅か 1 万フランで、あった.安〈買
い叩かれたと聞いた画家の心痛は大きかった.

12月 31 日 6 時半にラ・トウール=ド=ペルスにて

死去.享年58歳.

1878年

1 月 3 日ラ・トゥ-J\r- ド=ベルスの墓地に埋葬.
万国博覧会に何点か展示されたのとならんで，

テ、ュラン=リュエル画廊で， 30点にのぼる作品が

展覧される.

1880年

79年共和国大統領となった，同郷人ジュール・グ
レウ寺イーの下で，コミューンの特有妨正実現する.

1881年

家族の寄贈により， {オルナンにおけるある埋葬
の歴史画〉がYレーヴルに入る.国家とパリ市が年
間購入額のほとんど全額に相当する15万フラン

で 5 点の作品をプチ・パレ美術館のために購入.

1882年

ノ'e 1) の美術学校で回顧展.カスタニャリがカタ

ログを執筆.

1883年

カスタニャリ『ギュスターヴ・クールべとヴアン

ドームの円柱，亡き友のための弁明』を公刊.

1906年

ジョ 1レジュ・リアの労作『画家ギュスターヴ・ク

ールベ』が，著者の死後に刊行される.

1911-12年

カスタニヤリの遺稿の一部が「クールベについ

ての本の断片j として. rガゼット・デ・ボザール』
誌に掲載される.

1919年

第一次世界大戦のため仇生誕百年は，フランス

の公式国家行事としては祝われない.ニューヨ

ークのメトロポリタン美術館が大回顧展を開催.
パリのベルネーム・ジュヌ画廊で回顧展. あわせ
てテオドール・デ、ユレ著『クールベ』が刊行され

る.

遺体がオルナンに移される.

(いながしげみ・東京大学助手)

(本稿はパリで1977年に開催された『クールベ』展覧会カタ
ログ所載マリー=テレーズ・ド・フォlレジュによる略伝に負うとこ
ろが多いJ
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10月8日，水腫悪化のため，ショー=ド=フォンの

病院に入院.11月26日，パリのオテル・ドルオー

でクールベの作品と財産が競売にかけられる.

翌年 1月 1日に賠償額の第 l回目を払うつも

りで、あった画家には，もとより不本意な売り立

てで，出来高も僅か 1万フランであった.安く買

い叩かれたと聞いた画家の心痛は大きかった.

12月31日6時半にラ・トウール=ド=ベルスにて

死去.享年58歳.

1878年

1月3日ラ・トウール=ド=ベルスの墓地に埋葬.

万国博覧会に何点か展示されたのとならんで，

テ、ユラン=リュエル画廊で， 30点にのぼる作品が

展覧される.

1880年

79年共和国大統領となった，同郷人ジュール・グ

レヴイーの下で，コミューンの特意妨重実現する.

1881年

家族の寄贈により， (オルナンにおけるある埋葬

の歴史画〉約トヴルに入る.国家とパリ市が年

間購入額のほとんど全額に相当する15万フラン

で5点の作品をプチ・パレ美術館のために購入.

1882年

パリの美術学校で回顧展.カスタニャリがカタ

ログを執筆.

1883年

カスタニャリ『ギュスターヴ・クールべとヴアン

ドームの円柱，亡き友のための弁明』を公刊.

1906年

ジョルジュ・リアの労作『画家ギュスターヴ・ク

ールベ』が，著者の死後に刊行される.

1911-12年

カスタニャリの遺稿の一部が「クールべについ

ての本の断片」として，rガゼット・デ・ボザーlレJ
誌に掲載される.

1919年

第一次世界大戦のためれ生誕百年は，フランス

の公式国家行事としては祝われない.ニューヨ

ークのメトロポリタン美術館が大回顧展を開催.

パリのベルネーム・ジュヌ画廊で回顧展.あわせ

てテオドール・テ、ユレ著『クールべ」が刊行され

る.

遺体がオルナンに移される.

(いながしげみ・東京大学助手)

(本稿はノ-el)で1977年に開催された『クーlレベ』展覧会カタ

ログ所載マリー=テレーズ・ド・フォ1レジュによる略伝に負うとこ

ろが多い.)
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